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罪を犯した障がい者・高齢者
と聞いてどんな人を想像しますか？

○○さん

□□さん

詐 欺 罪
前科４犯

懲役１年６か月

住居侵入・窃盗罪
初 犯

懲役１年６か月

０２はじめに



生活�
犯罪歴�

生活�
犯罪歴�

○○さん □□さん

彼らは…「モンスター」でも「恐れられる存在」でも ありません。
「福祉」の支援さえあれば…犯罪に手を染める必要が なかった人達なのです。

３０代、女性、IQ相当値：４３、療育手帳：なし

『収入がほとんどなく、病弱な家族を抱えたまま生活は困窮。生
活苦のため食料を盗んだ私』
『自分の思いや要望をほとんどしゃべれず、不安が募ると涙が止
まりませんでした…』

○両親・５人兄弟の末っ子として生まれる。生活は非常に貧しかった。
○小学・中学校は地元の普通学級を卒業。

しかし、学業劣位で読書、計算も十分に出来ず、クラス不適応であった。

○中学卒業後、他県へ集団就職。しかし、仕事はほとんど覚えられなかった。
１年後、母親の病気のため仕事を辞めて実家へ戻る。
その後、病弱な母親と障がいのある兄と３人で生活。（父親：出稼ぎ 他の兄弟：他県で生活）

○２０歳の時、父親が病死。
○清掃業、レジ係等のアルバイトをするも、仕事が覚えられなかったためにすぐに解雇となり、
定職には就けなかった。
母親と兄を支えるため、農業を手伝い、なんとか小遣い程度の収入を得て生
活していた。

▼ 弱者（障がい者）を食いものに…
○しかし、ある日…手伝い先で強姦に遭う。

家族の誰にも打ち明けられず時間だけが過ぎ…心には大きな傷が。
○その後も生活は何一つ変わらないまま…雨漏りが激しくするような家屋で、三人で身を寄せ
るように生活していた。

○そんな状態から逃れるように…
近隣の住宅に侵入しては、食料品等の窃盗を繰り返すようになり逮捕・受刑（初犯）となる。

※本人には知的障がいがあったにもかかわらず、これまで福祉的介入はまったくな
かった。
また、本人だけではなく家族性の障がいも疑われ、ある種地域社会から孤立した状態
で一家は生活していた。
本人の性格は、引っ込み思案で自分の思いや要望についてほとんどしゃべることが出来ず、不
安が募ってくるといつもしくしくと泣き出していた。

そのため、福祉的介入のないままに本人が一般就労することなどは難しく…

稼動できない母親と兄との生活は困窮を極めていた。

４０代、男性、IQ相当値：６９、身体障害者手帳：３級

『幼少期から繰り返された悲劇』
『帰る場所や身寄りもなく、空腹に耐え切れず「無銭飲食（詐欺罪）」
を繰り返した私』

○両親・姉・妹のごく普通の家庭に生まれる。

幼くして母親が病死。継母からイジメに遭うようになる。
○小学校入学直後からイジメに遭う。

継母・友人等のイジメから逃れるように「問題行動（シンナー等）」が始まる。

○高校の時に父親が病死。さらに「問題行動」がエスカレート。

▼ 身内からの支援もあり更生へ
○高校卒業後、調理師見習いとして稼動。真面目に働き「調理師免許」も取得。
２１歳の時には結婚をし、生活は安定。初めて訪れた「幸福」な時間…

▼ しかし、悲劇は繰り返された…
○２３歳：バイクに乗って信号待ちのところを追突され、意識不明の重体に。
奇跡的に回復するも…右上下肢機能障がい（身体障がい）となる。

リハビリに耐え、何とか職場復帰したものの身体的に持続困難ですぐに解雇。
この間、妻とも離婚。

○なんとか単身生活をしていたものの…

自らが置かれた境遇や身体的不遇感から生活は荒み、暴飲等で事故の賠償金等や所持金
を消費。
結果、身寄りや住まいも無くし、自棄になって「無銭飲食」で逮捕。
裁判で執行猶予となるも…

結局、帰る場所や頼れる身寄りもいなかったため、再び「無銭飲食」で逮捕・受刑。

○初犯服役後も帰る場所や身寄りもいなかったため、放浪生活の末「無銭飲食」で
受刑。

○２犯服役後も帰る場所や身寄りもいなかったため、受刑中に知り合った暴力団事務所で生活。

しかし、働いても働いてもお金を貰えず、事務所をすぐに飛び出す…しかし、帰る場所や身寄
りもいなかったため、放浪生活の末「無銭飲食」で受刑。

○３犯服役後、今度こそはと再出発のために市役所へ生活保護の申請に行くも「住居がないか
ら」との理由で受理されず、再び行く当てもない放浪生活に…
すぐに所持金は尽き、空腹に耐えかね「無銭飲食」で今刑（４犯）となる。

矯正施設の中には… このような「生きる力が弱い」人達がたくさんいます。
罪を償った後の人生は…

私達「福祉」 の力で支えていく必要があるのではないでしょうか。
０３ ０４はじめに はじめに



1
罪を犯した障がい者・高齢者とは�

厚生労働科学研究によって矯正施設の中に福祉の支援を必要とする障がい者・高齢者の方がたくさんい
ることが分かってきました。出所後に福祉の支援がないことが、「下関駅放火事件」に象徴される、犯罪を繰り返
す「累犯障害者」を生む原因となっています。
この章では実際の支援にあたって基礎知識となる、支援の対象者の範囲、罪を犯した障がい者・高齢者が

置かれている背景、サポートを行う「地域生活定着支援センター」の役割について説明します。

２００６年１月山口県 JR下関駅の木造駅舎など

約３８４０平方メートルが全焼した。逮捕された７８

歳の男性は知的障がいがあり（療育手帳なし）、

放火罪で過去１０回に渡って刑務所に服役してい

た。この日も数日

前に刑務所を出所

したばかりであり、

「刑務所に帰りた

かった」と動機を

語った。

下関駅放火事件

● 罪を犯した障がい者の現状 ……………………………………………………………………０６

● 刑事司法の流れ ……………………………………………………………………………………０７

● 地域生活定着支援センターとの連携で安心感のある福祉サービスの提供ができます …０９

COLUMN 福祉の支援を必要とする矯正施設等を退所した障害者の地域移行支援事業 …………１１

０５ １．罪を犯した障がい者・高齢者とは



罪を犯した�
障がい者・�
高齢者とは� 罪を犯した障がい者の現状�

28,963人

49以下
1,232

50～59
1,742

60～69
3,729

70～79
6,72680～89

7,039

90～99
4,970

100～109
1,757

110～119　288
120以上　53

テスト不能　1,427

IQ69以下の受刑者�

23.1％�

窃盗�

43.4％�
詐欺�

6.8％�
放火�

6.3％�

盗品等関係　5.9％�
覚せい剤取締法違反　5.1％�

殺人　4.9％�
強盗　3.9％�

強盗致死傷　3.4％�

その他　13.6％�

強制わいせつ・同致死傷　3.2％�
強姦・同致死傷　3.2％�

410人

利欲
20.7％

性欲
9.3％

その他
8.5％

激情　6.6％

遊び　5.6％
依存・嗜好　4.1％怨恨・報復　3.7％

不明・不詳　2.4％
共犯者の勧誘　1.7％

確信　0.5％

困窮・生活苦�

36.8％�
285人

父母
16.1％

その他
11.9％

配偶者　0.7％

兄弟・姉妹
　8.4％

知人　5.3％
雇主　0.7％
社会福祉施設
　　1.1％
更生保護施設
　　10.5％

その他親族
　1.8％

未定・不詳�

43.5％�

犯罪動機では「困窮・生活苦」が３６．８％で最多。全体の７割を占める再犯者２８５人の内、約半数は帰住先がありません。

新規受刑者と療育手帳所持者の差から明らかな通り、福祉の支援が受けられないが故に軽微な犯罪を繰り返す「負のスパ

イラル」に陥ってしまっています。前回の出所から１年未満に罪を犯した受刑者は６０％でした。
出典「プレス発表資料：刑事施設、少年院における知的障害者の実態調査について」法務省矯正局

知的障がいとされる「知能指数６９以下」の新規受刑者

は毎年全体の２割強を占めています。２００８年は６，７０３人

でした。（出典「矯正統計年報 ２００８年」法務省）

一方、全国１５庁の刑務所を対象にした厚生労働科学研

究の調査（２００６年実施）によると、知的障がい者（疑い

も含む）の受刑者４１０人の内、福祉へのパスポートともい

える療育手帳の所持者はわずか２６人にとどまっています。

最も多い罪名は「窃盗」で４３．４％。

無銭飲食、無賃乗車等も含まれる「詐

欺」が６．８％、「放火」が６．３％と続き

ます。凶悪犯罪と言われる「殺人」「強

盗」は全体の８．８％です。
出典「プレス発表資料：刑事施設、少年院におけ

る知的障害者の実態調査について」法務省
矯正局

矯正施設のＩＱ６９以下の受刑者数

罪を犯した障がい者の罪名

犯罪の動機、前回出所時の帰住先

犯罪の動機 帰住先

０６１．罪を犯した障がい者・高齢者とは



罪を犯した�
障がい者・�
高齢者とは� 刑事司法の流れ�

非行少年の処遇と矯正 仮釈放制度 保護観察制度

号 種 保護観察対象者 保護観察の期間

１号観察 家庭裁判所で保護観察に付された少年 ２０歳まで又は２年間

２号観察 少年院からの仮退院を許された少年 原則として２０歳に達するまで

３号観察 刑事施設からの仮出所を許された人 残刑期間

４号観察 裁判所で刑の執行を猶予され保護観察に付された人 執行猶予の期間

５号観察 婦人補導院からの仮退院を許された人 補導処分の残期間

更生保護施設

非行少年（２０歳未満の男女）に対しては、少年が実際に

犯した行動や被害の程度よりも、少年の置かれた状況や将

来を考えて、処遇・矯正が行われるのが大きな特徴です。

非行少年は少年法に基づき司法機関で扱われる１４歳以上

２０歳未満の刑罰法令違反者（犯罪少年）と、児童福祉法に

基づき県や市の行政機関で扱われる１４歳未満の違反者（触

法少年）とに分かれます。

前者は家庭裁判所に送致後、一定期間の集中的な矯正教

育が望ましいと審判を受けた場合に少年院へ送致されます。

また、不良行為やその虞のある児童及び、家庭環境など

の理由により生活指導が必要な児童も「虞犯少年」として

審判の対象としており、「児童自立支援施設」はこのよう

な少年へ、必要な指導と自立を支援することを目的とした

児童福祉施設です。全国に５８施設あります。

「仮釈放」（仮退院）とは、改善更生が期待できる受刑者

を刑期満了前に釈放し、円滑な社会復帰を促進することを

目的とする制度です。

①有期刑３分の１、無期懲役１０年を経過していること、

②悔悟の情及び改善更生の意欲があること等と共に、身元

引受人、帰住地があることが仮釈放の条件となっています。

福祉の支援を必要とする者は、身元引受人がいないため

満期出所になる者が多いことが特徴だと言えます。

保護観察制度等の司法の支援が可能な仮出所期間に、福

祉の支援へつなげていくことが「累犯障害者」になること

を防ぐ鍵となります。

犯罪をした人又は非行のある少年に、通常の社会生活を

営ませながら就職や定住を支援し、自立更生を促す制度で

す。国家公務員の保護観察官と地域ボランティアの保護司

が連携し、月に２、３回面会して指導・助言します。保護

観察に付された者は「一般遵守事項」及び「特別遵守事項」

によって、帰住地の移動等に一定の制限が加えられます。

刑務所出所者や保護観察を受けている人等の内、頼るべ

き人がいないなどの理由で直ちに自立更生することが困難

な人に対して、一定期間、宿泊場所や食事を提供したり、

就職指導や社会適応のために必要な生活指導を行うなどし

て、円滑な社会復帰を手助けする施設です。全国に１０３施

設あり、法務大臣の認可を受けた民間の更生保護法人や社

会福祉法人等によって運営が認められています。（２００９年

１０月現在）

矯正施設（刑務所・少年院）では、社会の一員として立ち直るための更生改善指導が行われます。福祉施設で受け入れる
対象者は、このような罪を償い指導が行われた受刑者が中心になります。

０７ ０８１．罪を犯した障がい者・高齢者とは １．罪を犯した障がい者・高齢者とは



罪を犯した�
障がい者・�
高齢者とは� 地域生活定着支援センターとの連携で　　安心感のある福祉サービスの提供ができます�

※　進展に応じて複数回、またケース 
　　会議の形でアフターフォロー後に
　　開催されるケースもある。

※ 主な手続き
・障害者手帳の申請・判定同席
・障害基礎年金の申請
・障害福祉サービスの申請
・要介護認定の申請・認定調査
への同席

特別調整

福祉事業所への打診

 福祉サービス利用　　   対象者との面談

 対象者のニ 　   ーズ把握

 援護の実施市町　   村との連絡、調整

 福祉サービス利用 　   までの事務手続き※

環境調整

地域生活定着支援センター

地域生活定着支援センター

刑務所・少年院

保
護
観
察
所

対象者受け入れまでの流れ�

 対象者と の面接

 合同支援会 議の開催

受け入れ準備

 サービス　 　利用決定

 サービス利用 開始（出所時）

福祉事業所更生保護施設

 フォロー アップ

アフターフォロー

モニタリング・処遇面助言・
拡大ケース会議

出所時の付添い

概要
個人情報（第一段階）の提供

犯罪歴、詳しい生育歴
個人情報（第二段階）の提供

合同支援会議

司法と福祉、行政等の関係者が一
同に会し対象者の支援について検
討を行う。これにより矯正施設か
ら福祉施設への移行がスムーズに
行われる。

・対象者についての情報の共有化
・サービス利用にあたっての諸手             
　続きの調整�
・役割分担

検討事項

● 行政
● 福祉事務所
● 保護観察所
● 福祉事業所
● 地域包括支援センター
● 地域生活定着支援センター
● 相談支援事業所
● 就業・生活支援センター
● ハローワーク
● 医療機関 etc.

メンバー

Q 経済的保障がない方の所得保障はどうなるの
でしょうか？

A 必要な手立てを地域生活定着支援センターが
行います。

福祉の支援を必要とする矯正施設出所者の多くが、「所
持金がない」「預金がない」「頼れる身寄りがいない」と
いった状態で支援が開始されますので、「所得保障」は
必要不可欠な手立てです。
センターでは、可能な限り矯正施設入所中に所得保障

と成り得る手立て（障害基礎年金、厚生年金等）の申請・
照会等を矯正施設・保護観察所及び行政等と連携して行
います。
また、年金による所得保障が難しい対象者には、矯正

施設出所後、円滑に「生活保護」が受給できるよう、事
前に行政との合同支援会議等を行うようにしています。

Q 具体的に受け入れを検討するために、詳しい
個人情報を貰うことは可能ですか？

A 可能です。

福祉の支援を必要とする矯正施設出所者の支援にあ
たっては、事前に本人から「個人情報提供に関する同意
書」を矯正施設側で取っていただいた上で、地域生活定
着支援センターが福祉的手立ての調整を行っていますの
で、公的な機関や受け入れを検討している事業所等には
「取扱注意」で、必要な個人情報（生活歴・犯罪歴等）
を提供しています。
なお、決定した受け入れ先の事業所に対しては、「個

人情報の取扱に関するガイドライン」を地域生活定着支
援センターと締結していただき、個人情報の保護・管理
に努めています。（詳しくはＰ１５参照）

Q 罪を犯した障がい者・高齢者等の支援を行っ
たことがないため、受け入れた後のトラブル
等が心配です。
アフターフォローはあるのですか？

A 地域生活定着支援センターがしっかりフォ
ローアップしていきます。

矯正施設を出所し、受け入れ先の事業所へ繋いだ後に
も地域生活定着支援センターが一定期間継続してアフ
ターフォローを行います。
具体的には「モニタリング（定期的な連絡・訪問）」「処

遇面の助言」「拡大ケース会議（援護の実施市町村、関
係機関）」等を行い、受け入れ先の事業者や援護の実施
市町村及び関係機関等と一丸となり、対象者の安定した
地域生活の実現を目指していきます。

また、福祉の支援を必要とする矯正施設出所者の多く
が「出所後の行き先があるのか？」「そこはどんな所な
のか？」と不安を抱いていますので、受刑中の面談は対
象者・福祉事業所お互いにとってメリットがあるのでは
ないでしょうか。

Q どのような人を受け入れるのでしょうか？

A 基本的に「特別調整」の必要があると認めら
れた出所者が対象者となります。

矯正施設に収容されている者の中で、以下のすべての
要件を満たした者が対象者となります。

１ 高齢（おおむね６５歳以上をいう。以下同じ。）であり、又は身体障
害、知的障害若しくは精神障害があると認められること。

２ 釈放後の住居がないこと。
３ 高齢又は身体障害、知的障害若しくは精神障害により、釈放された

後に健全な生活態度を保持し自立した生活を営む上で、公共の衛生
福祉に関する機関その他の機関による福祉サービス等を受けること
が必要であると認められること。

４ 円滑な社会復帰のために、特別調整の対象とすることが相当である
と認められること。

５ 特別調整の対象者となることを希望していること。
６ 特別調整を実施するために必要な範囲内で、公共の衛生福祉に関す

る機関その他の機関に、保護観察所の長が個人情報を提供すること
について同意していること。

（平成２１年４月 法務省保観第２４４号 法務省矯正局長・保護局長通達）

Q 罪を犯した障がい者・高齢者等は、障害者手
帳や介護保険被保険者証等を取得していない
人が多いと聞きます。
必要な福祉サービスの手続きは受け入れる事
業所が行うのでしょうか？

A 必要な福祉サービスの申請・取得は、地域生
活定着支援センターが行います。

２００９年７月より、各都道府県で「地域生活定着支援セ
ンター」の設置が始まっています。（２００９年１２月３１日現
在 ７か所）
同センターは、法務サイドと福祉サイドの間で、福祉

の支援を必要とする受刑者に関する情報提供・連携がな
かったことが「累犯障害者・高齢者」を生み出す一因に
なっていたという反省の上に立ち、司法と福祉とを「つ
なぐ」役割を担います。
具体的には、同センターが対象者との面談・アセスメ

ントを行った上で、各種福祉サービスの申請・取得を可
能な限り受刑中に整え、円滑に受け入れ先の事業所へ引
き継ぐことを目的としています。

Q 受け入れる前に、矯正施設での本人と面談を
する事は可能ですか？

A 可能です。

受け入れを検討している事業所にとって、事前に直接
対象者と会い、会話を交わしたりする時間は、受け入れ
を判断する上で必要不可欠なプロセスだと思います。
矯正施設に入所中の面談については、矯正施設側と連

携を図ることで、実施可能です。当然、矯正施設側との
調整等は地域生活定着支援センターが担い、面談時の同
行も行います。

０９ １０１．罪を犯した障がい者・高齢者とは １．罪を犯した障がい者・高齢者とは



日中活動

就労A県内の刑務所等

更生保護施設

退所

退所

退所

退所

基
金
事
業

受入 グループホーム
ケアホーム

報 酬 の 加 算
ケアホーム・グループホーム
670単位/日（原則3年上限）

一般住宅・一人暮らし

報 酬 の 加 算

宿泊型自立訓練
障害者支援施設

宿泊型自立訓練
670単位/日（原則3年上限）

施設入所支援（Ⅰ）
12単位/日（体制加算）

施設入所支援（Ⅱ） 
306単位/日（原則3年上限の個人加算）

基
金
事
業

受入

基金事業
・地域生活定着支援センター（保
護観察所）・移行元・相談支
援事業者等との調整

・受入準備・体制確保
・人員確保のための支援
・研修（勉強会、先進地視察）

報酬の加算
・専門職員の配置
・アセスメント
・個別プログラム作成
・関係者による調整会議

※地域生活定着支援センター等からの受入依
頼を受け、受入調整を行った場合に基金及
び報酬で評価

column 福祉の支援を必要とする矯正施設等を退所した
障害者の地域移行支援事業

１ 事業の目的
矯正施設等を退所した障害者については、社会生活を送る上で困難を抱えている者が多いにもかかわらず、退所

後に地域社会に復帰するための福祉的な支援が不十分な状況である。
そのため、障害者支援施設等への受け入れを行う際の調整や施設における受け入れ体制の整備のための支援、さ

らに、施設を退所して地域生活へ移行する際の調整や事業者等に対する勉強会等の支援を行い、福祉の支援を必要
とする矯正施設等を退所した障害者の地域生活への移行を促進する仕組みを構築することを目的とする。

２ 事業の内容
� 実施主体 都道府県
� 事業の内容

� 矯正施設退所者等の障害者支援施設又は宿泊型自立訓練事業所における受け入れ支援
� �での受け入れ後の訓練等終了後にケアホーム又はグループホームで受け入れるための支援
【主な事業内容】
・施設における求人や事前の体制づくりのための人員確保（当該利用者がケアホーム等の報酬（地域生活移
行個別支援特別加算）の対象となる前の人件費を含む）のための支援

・先進地視察や勉強会等の開催の支援
・矯正施設等との調整
・退所後にアパート等での一人暮らしとなった場合における定着のための支援
・移行先のグループホーム事業者等が行う相談支援事業者や不動産業者等との調整の支援
・移行先のグループホーム事業者等が行う研修等の開催支援 等

※地域生活定着支援センター（仮称）や保護観察所等の関係機関からの受入依頼を受け、受入調整を行った場
合に対応

� 補助単価 ��ともに１件あたり１，０００千円以内

３ 補助割合 定額（１０／１０）

４ 実施年度 平成２１年度～２３年度

５ 事業担当課室・係 障害福祉課 地域移行支援係

１１ １．罪を犯した障がい者・高齢者とは



2
罪を犯した障がい者・高齢者の支援について�

～福祉施設で直接受け入れ～

コロニー雲仙は、２００６年より厚生労働科学研究「罪を犯した障がい者の地域生活支援に関する研究」の一
員として、この問題に取り組んできました。その一環で周囲の矯正施設と連携し、出所後の生活支援を行うモデ
ル事業の中で８名の対象者を受け入れました。また、２００９年４月に更生保護施設「虹」が開所してからも、ハ
ンディキャップを持つ受刑者への支援を引き続いて実施しています。
この章では、３名の個人事例の紹介と共に、支援を通じて明らかになった罪を犯した障がい者の支援の方

法について説明します。

● 罪を犯した障がい者・高齢者を受け入れるまでの支援の流れ……………………………………１３

● 個人情報の管理について………………………………………………………………………………１５

● 仮出所・満期出所の支援体制の違い…………………………………………………………………１６

事例 1 Ａさん 住宅街のケアホームで直接受け入れ ……………………………………………１７

事例 2 Ｂさん はじめての矯正施設からの受け入れ ……………………………………………２３

事例 3 Ｃさん 仮出所による初の受け入れ 薬物中毒への対応 ………………………………２９

まとめ１ 地域の中のグループホーム等でサービスを提供します ………………………………３５

まとめ２ 仲間づくりと居場所づくり ………………………………………………………………３６

まとめ３ 時間をかけたアセスメントが必要になります …………………………………………３７

まとめ４ 福祉以外の社会資源との連携 ……………………………………………………………３９

性別
受け入れ時
の年齢

矯正施設
入所歴

主罪名 再犯期間 療育手帳の有無 出所
受け入れ時の
障害程度区分

男性 ４０代 初入 窃盗 執行猶予中 有（Ｂ２） 満期出所 ６

女性 ５０代 ４入 器物破損（放火） １か月２８日
無

（出所後に取得、Ｂ１）
満期出所

無
（出所後、療育手帳
取得し、福祉サービ
ス利用申請。区分３）

女性 ２０代 初入 覚せい剤取締法違反 執行猶予中
有

（受刑中に再判定し
Ｂ２→Ｂ１）

仮出所 ３

女性 ４０代 ４入 窃盗 ２９日 受刑中に申請（Ｂ） 仮出所 ２

女性 ５０代 ３入 常習累犯窃盗 ６か月２７日 受刑中に申請（Ｂ） 仮出所 ３

男性 ６０代 １０入 窃盗（賽銭盗） ６か月２８日 受刑中に申請（Ｂ１） 仮出所 ２

男性 ２０代 初入 窃盗 有（Ｂ） 仮退院 ２

男性 １０代 初入 強制わいせつ 有（Ｂ） 仮退院 ２

女性 ３０代 初入 建造物侵入、窃盗 有（Ｂ） 満期出所 ４

�Ｐ１７

�Ｐ２３

�Ｐ２９

�Ｐ４５

１２２．罪を犯した障がい者・高齢者の支援について～福祉施設で直接受け入れ～



● ルール（約束ごと）づくりと認識化（契約）
● 医療状態把握（健康診断）
● 行動特性、性格の把握
● 信頼関係づくり
● 必要に応じての生育歴の再調査（家庭訪問、過去利用された施設への聞き取り）
● ニーズの特定と課題整理
● 日中活動・生活場所、担当職員の見直しと決定

個別支援計画の実施

個別支援計画の作成 ● 仲間づくり（愛する人の見出し）
● 居場所づくり（負のスパイラルの遮断）
● 担当職員を中心としたチーム支援
● エンパワメントによる自信回復アプローチ
● 個別に応じての福祉的支援（障がい認知、就労支援、生活支援等）

初期状態の把握

アセスメント

● ニーズと支援体制のマッチング確認
● その評価と修正

関連機関との合同支援会議

モニタリング

終了時評価
● 短期目標達成の評価

受け入れの相談

対象者の受け入れ決定

● 情報収集
 ①　地域生活定着支援センターからの情報提供
 ②　関連機関からの情報収集
 ③　面会（施設長・サービス管理責任者／担当職員）
● 受け入れるかの検討

関連機関との合同支援会議

● 地域生活定着支援センターへ福祉の手立てを確認
　（障害者手帳、障がい福祉サービス、所得保障、要介護認定）
● 受刑中からの関係づくり（面会）

● 受け入れ環境の検討

・日中どこで活動するか　　　　　　・どこで暮らすか
・担当する職員　　　　　　　　　　・どんな仲間と生活・活動するのか
・24時間・宿直体制は可能か検討する
・再犯につながるのを防ぐ生活環境づくり

受け入れ準備

契約

障がい者・高齢者の受け入れにあたって

罪を犯した障がい者・高齢者を受け入れるまで の支援の流れ

Q 建物や設備等、特別な増設は必要ですか？

A 必要ありません。

認可された福祉施設であれば現状の建物や設備でかまいません。ハード面よりもソフト面が大切で
あり、「おかえり」という、ありのままを受容することが第一歩です。

Q 近隣の住民への説明は必要ですか？

A コロニー雲仙では行っていません。

対象者は、刑務所や少年院で罪を償った方が中心であり、福祉サービスを利用するという点におい
ては一般の利用者と変わりません。そのため、通常の新規利用と同様に、近隣の住民や他の利用者の
保護者へその都度説明するということはコロニー雲仙では行っておりません。
社会内処遇を行う更生保護施設でも新規入所者に関する情報開示は行っておりません。

Q どういう状態で受け入れますか？

A 本人の不安を軽減する為に、当面は２４時間寄り添います。

刑務所を出て、新しい環境での生活は、本人にとってかなりの不安とストレスがあります。また真
に信頼できる「人」を求めています。それに「刑務所を出て来た…」という引け目が本人を孤独にし
てしまうところがあります。そういう心情に近づき、寄り添う姿勢とその体制が孤独感をやわらげて
いきます。

Q アセスメントでの注意点は？

A 長い時間をかけて行うことが必要です。

罪を犯した障がい者・高齢者の犯罪（問題行動）は、�家族の不在、�経済的、制度設計等の二次
的障がい、�障がいの特性という幾重にも重なった問題が背景にあります。それゆえに、「ニーズ（課
題）」が見えずらく、単純に問題行動を課題点とするだけでは解決へつながりません。
したがって、通常の利用者よりもアセスメントに時間を要することになります。

Q 個別支援計画で配慮することは？

A まずは仲間づくり、居場所づくりを行うことが大切です。

福祉サービスを利用される方は、家族のもとに帰れなかった人、又は家族そのものが存在しない人
です。また色々な人間関係を経て人を信じられなく、心に壁を張っている人が多いです。それがアセ
スメント作成の難しさにもつながってきます。
個別の目標に移る前に、「一人ではありません。ここにいても良いですよ」と伝えてあげる、仲間

づくり、居場所づくりが大切になります。

Q モニタリングの際の特徴は？

A 受け入れ初期は通常の方よりも短い期間で行います。

これまでに述べた、受け入れ時の情報の少なさ、アセスメント作成の困難さから、受け入れ初期は
日中系３か月、生活系６か月という法定のモニタリング期間よりも、短い期間で行うことが心と行動
の変化に細かく対応できると思います。

１３ １４２．罪を犯した障がい者・高齢者の支援について～福祉施設で直接受け入れ～ ２．罪を犯した障がい者・高齢者の支援について～福祉施設で直接受け入れ～



個人情報が記入された�
データ、ファイル�

●これらの情報を橋渡しのために他の
福祉施設へ提供する場合は、手渡し
もしくは郵送で行う。

●情報漏えいのリスクが高いため、
データをそのまま電子メールや
FAXで送らない。

●郵送の際は、受取側の担当者の名前
を宛名に明記する。

●外から中のファイルが見えないキャ
ビネットに保管。

家庭状況、教育歴
家族構成（ジェノグラム）
出身地
小中学校（所在地）
特別支援学級の在籍の有無（時期）
親族の経済状態
生活保護実施

その他
医療上の特記事項（既往歴、現在症、
現在の服薬状況等）

その他特記事項

障がい者・高齢者の受け入れにあたって

個人情報の管理について
「出所者」であるという本人にとって一番知られたくない情報である個人情報の管理及び扱いについては、一般の利用者

以上に、より厳重な管理が必要となります。

個人情報取り扱いのガイドライン

個人情報の取り扱いについては、地域生活定着支援センターとの間に、以下の通り「個人情報の取扱に関するガイド

ライン」を締結していただきます。個人情報の共有範囲については、各事業所間で決定します。

●パソコンやデータにパスワードを

設定する。（出所者の支援に関わ

る職員のみで共有）

●出所者の支援に関する業務用とし

てパソコンを限定する。

●個人情報が保存されているパソコ

ンは外部へ持ち出さない。

●個人情報は必ずデータのバック

アップをとる（紛失するおそれが

あるため、個人のUSBメモリー

等へは絶対に保存しない）

●個人情報を入力する際はインター

ネットにつながらない状態にする。

対象者の個人情報を管理する
パソコンを限定する

入手できる個人情報

受け入れにあたって、保護観察所より提供される個人情報は以下の通りです。更に必要な個人情報がある場合は、地

域生活定着支援センターに要望します。地域生活定着支援センターと保護観察所が検討の上、開示を決定します。

福祉に関する情報
住民票所在地
障害基礎年金の有無
療育手帳等（身体・精神）の有無
障害程度区分
病名・障害部位等
その他福祉サービス（受給中、申請中含む）
福祉施設への入所歴
特記事項

入所前の就労状態
就労先（職種）
就労期間
年金、社会保険等の加入状況
免許・資格

施設内の生活状態
知能指数
衣類着脱
食事
入浴
洗面
排泄
移動
作業能力
集団生活
対人関係
その他問題行動
特記事項

１５ ２．罪を犯した障がい者・高齢者の支援について～福祉施設で直接受け入れ～



満期出所 仮出所（仮退院）

仮出所（仮退院）

刑期終了

満期出所

刑期終了

保護司との定期的な面会

生活行動指針通知書

特別遵守事項

対象者ごとに決められた
事項。特別遵守事項が定
められない者もいる。

遵
守
事
項
に
違
反
し
た
場
合
は
仮
出
所（
仮
退
院
）取
り
消
し

一般遵守事項

すべての保護観察対象者
が共通して遵守しなけれ
ばならない事項

●一定の住居に居住し、
正業に従事すること

● 善行を保持すること
●犯罪性のある者又は素
行不良の者と交際しな
いこと

●住居を転じ、又は長期
の旅行をする時は、あ
らかじめ、保護観察を
行う者の許可を求める
こと

身元引受人の決定

帰住地の決定

保護観察所

矯正施設

補導援護の義務

身元引受人 帰住地

障がい者・高齢者の受け入れにあたって

仮出所・満期出所の支援体制の違い
社会内処遇の一貫としての仮出所と、刑が終了した満期出所では支援体制に違いが出てきます。

仮出所（社会内処遇）について

仮出所（仮退院）期間は、まだ刑期の一部です。

そのため、仮出所者を受け入れた場合は、「一般遵

守事項」や「特別遵守事項」による自分勝手な行動へ

の抑制、定期的な保護司との面会による意識づけ、問

題があった際の保護観察所への相談等、司法サイドの

サポートが受けられます。

仮に、仮出所中に違反があった場合には、仮出所が

取り消され、再度矯正施設で過ごすことになります。

そのため一定の抑制力が働く仮出所では、福祉サイ

ドが孤立せずに支援を行うことが可能になります。

緊急性が高くなる満期出所

満期出所の大多数は帰住地や身元引受人がいません。

帰住先の調整や、出所後の補導援護も義務づけられて

いません。帰住先もなく所持金の少ない者は、近隣の

交通機関への交通費を渡されて出所するケースもあり

ます。

特に罪を犯した障がい者・高齢者は仮出所２０％、

４３．５％が前刑時の帰住先がなく、再犯を繰り返す「累

犯障害者」につながっていきます。（厚生労働科学研

究「罪を犯した障がい者の地域生活支援に関する研究

（田島班）」）

そのため、満期出所者の場合は受け入れの緊急性が

高くなります。

１６２．罪を犯した障がい者・高齢者の支援について～福祉施設で直接受け入れ～



2007年10月

相談受付

面会5回
合同支援会議4回

導入・アセスメント期 個別支援計画の作成・実施期 現在

2008年10月 2009年2月 8月

刑務所

本人のニーズ�

1事例�

： ：

： ： /

他グループホーム ２軒

（職員通い型）

定員３～４名

ケアホーム

（長崎県諫早市）

生活介護 就労継続支援Ｂ型

（長崎県諫早市） （諫早市）
定員１０名 職員６名 定員１０名 職員４名

・他人に迷惑をかけ
ない生活が出来る
様になりたい。

・自立して一人で生
活したい。
→グループホーム
で生活したい。
仕事がしたい。

年齢（受け入れ時） ５０代

CAPAS（IQ相当値） ４０

療育手帳 なし

罪 名 常習累犯窃盗

刑 期 懲役２年

入所度数 ３入

出所形態 常務理事を身元引受人とし
ての仮出所による受け入れ

生活環境づくり

●貴重品の管理の徹底。
●日中活動の職員と連携を図るため、職員
間で本人の毎日の申し送りファイルを作
成。

導入・アセスメント期 個別支援計画の作成・実施期 現在

仮出所期間中は、外出を制限。
本人が希望する就労に向けて、生活介護にて体力

の維持・増進を図る。
日中活動、生活の場共に、職員に対して緊張が見

られたが、徐々に緊張もほぐれ笑顔が見られるよう
になる。

体力がついてきたことから、就労継続支援Ｂ型へ移行。
ホームでは他の利用者との交流の中から、「母親的存在」に。
「同年代がいるグループホームに住みたい」という希望が出
てきたため、休日の体験利用を開始する。
外出も移動支援を使い多く取り入れる。

グループホーム、就労移行支援への移行を目指
すが、体調不良になり、現在入院中。

日中活動

職員配置

Ａさん 担当職員
（女性、勤続５年）

通常の職員体制

活動内容
●小動物の給餌等の管理作業
●一般事業所（養鶏場）での集卵、
洗卵作業

●一般事業所（養鶏場）での集卵、洗卵作業

病院に入院

グループホーム・ケアホーム群の世話人、医務課

が交代で毎日様子を見に行く。

生活の場

職員配置

Ａさん 担当職員
（女性、勤続２年）

Ａさん 年齢性別共に
様々な職員が加わる

休日・外出

●日用品の買い出し等、担当職員で
行い、本人が行かなければならな
い外出は、職員がマンツーマンで
付き添う。

●４月中旬にはヘルパーの移動支援を取得。ケースを理解して
いただいているヘルパーと買い物や温泉へ外出。

●７月頃から、休日前日は他グループホームへ体験実習。食事
と入浴を共にすることで、同年代の女性同士で楽しくすごさ
れている。行き帰りは送迎。

定員６名（男女混合・重度）
職員１名（ケア職員付き）

キーパーソン＝特に設定せず

住宅街のケアホームで
直接受け入れ。

受け入れ

●
仮
出
所
に
よ
る
受
け
入
れ

●
窃
盗
を
繰
り
返
し
て
い
る
が
、
周
囲
の
環
境
に
影
響
さ
れ
る
も
の
が
大
き
い
と
判
断
し
、
住
宅
街
の
ケ
ア
ホ
ー
ム
で
受
け
入
れ
る
。

Ａさん

住宅街

体験実習先

１７ １８２．罪を犯した障がい者・高齢者の支援について～福祉施設で直接受け入れ～ ２．罪を犯した障がい者・高齢者の支援について～福祉施設で直接受け入れ～



死亡

兄（死亡） 妹夫本人姉

死亡

1事例� 住宅街のケアホームで直接受け入れ

アセスメント表

氏名 Ａさん 男・女
障害

基礎年金
有・無 １級・２級・申請中

療育手帳 有・無 等
級 Ｂ 番

号 精神手帳 有・無 等
級

番
号

身体手帳 有・無 等
級

番
号 IQ相当値 ４０ 障害程度区分 区分３

家
系
図

・家族とは離縁

住
宅 なし

経
済
状
況

現在は障害基礎年金と生活保護費を受給し生活し
ている。
就労継続支援 B型利用により１か月１５，０００～
１８，０００円の工賃受給。

家
庭
状
況

両親が「女に学問はいらない」という考えであった為、小学５年から学校には通わず農業や家事手伝いをしていた。２３歳で結
婚、しかし夫との生活に嫌気をさし家出。その後、日雇いの生活等をしながら生活するものの長続きせず、ホームレス状態に
…。夫や子供たちとは本人が家を出て以来、２０年以上会っていない。

犯罪面

罪名 常習累犯窃盗
刑名
刑期

懲役２年 刑期
○○○○年×月～
○○○○年×月

受け入れ日 ２００８年１０月 入所度数 ３入 再犯期間 ６か月２７日

犯罪の概
要及び動
機・原因

２００７年、レディースファッション店でズボン等２点（販売価格合計５，８００円相当）を窃盗した。動機
～お金がなくて寒くてたまらなかったので、ズボンとシャツをとった。

犯罪性の
特徴

万引き、常習。

非行・
犯行歴

ホームレス状態になった時から、空腹や寒さを我慢できず、食料品や衣服等を盗むようになる。１９９０
年以降、前科５犯、服役は２回。罪名は全て窃盗。

中毒

中毒の有無（有【種類： 】・無）

特
記

家出した後、知りあった男性に声をかけられ、注射（覚せい剤）を打たれたが、注射は合わなかっ
たのか吐いた。刑務所１回目出所後、６０代の人と付き合い、薬（覚せい剤）を初めて打たれた。
（本人の話では同一人物）。極道の人と知らなかった。

反社会的
集団との
関係

反社会的集団との関係（有・無）

特
記

刑務所１回目出所後、付き合った６０代男性は極道だった。風俗で働くよう言われ、薬を打たれた。
監禁されたこともある。

窃盗の罪を繰り返してはいるものの、本人を取り巻く環境が罪を犯さざるを得ない状況にしてしまったと判断。まち郊外のケアホームでの導
入期間を設けずに、直接地域での受け入れを行う。

１９ ２．罪を犯した障がい者・高齢者の支援について～福祉施設で直接受け入れ～
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職員の思い�

ねらい
留意点

就労を目指して休まず出勤することを目標に、固定した日課を組み生活介護の活動に慣れていただくことに重点

をおいた。職員と数人のグループでの活動で取り組むが、特別な体制は置かなかった。当初は休憩中も職員が通る

と姿勢を正すところが見られ緊張を感じた。また施設が山間にある為に、徒歩での移動にも疲れが見られたが、作

業を続ける中で徐々に体力もついてくる。

作業はガチョウ、アヒル、ウサギ等の小動物の管理作業と、花と植物等のお世話を担当。作業態度は良好で２～３回の説明

で理解された。２か月ほどして休憩中の緊張も薄れ表情よく取り組まれていた。

役割の設定

ホームが自分の居場所であると感じていただけるよう、役割設定（日々の夕食作りの手伝い、食器洗い、トイレ掃除）を行
う。毎日の繰り返しの中で本人の苦手な所、不充分な所についてアドバイス・助言を行い、本人がやりがいや責任感を持てる
ようにする。また、常に感謝を伝え、本人がホームの仲間であるという意識をもてるように支援を行った。

信頼関係の構築

生活担当、日中担当とは別に、全体の支援者としてサービス管理責任者、身元引受人、保護司と本人にわかりやすく濃淡を
つけて関わりを持つ。それぞれの関わりのなかで、本人が話しやすい環境をつくれるよう支援を行う。
家族の存在がないため、本人の思いや願い等を話せる相手が作れるようにする。

支援の流れ

導入・アセスメント期 個別支援計画の作成・実施期 現在

本人を支える人的環境を整えて受け入れる。日中活動・生活共に状況把握と、安定した活動をめざす。

事 業 所 職 員 配 置 活 動 内 容

日中活動

生活介護
（長崎県諫早市）
定員１０名 職員６名 Ａさん 担当職員

（女性、勤続５年）

●小動物の給餌等の管理作業
●一般事業所（養鶏場）での集卵、洗卵作業

生活の場

ケアホーム
（長崎県諫早市）

定員６名（男女混合・重度）
職員１名（ケア職員付き）
※住宅街の中

Ａさん 担当職員
（女性、勤続２年）

●日用品の買い出し等、担当職員で行い、本人
が行かなければならない外出は、職員がマン
ツーマンで付き添う。

就労を目指し体力の維持・増進を図る

本人の特性がどのように出るのかを把握し、地域で生活を送るために、罪を繰り返さないための生活環境づくり
を行った。ねらい

留意点

ホームでの受け入れ初日、とても緊張した。どんな性格なのか、どんな特徴があるのか等、想像を膨らませることばかり
であった。本人が今まで生きてきた背景を知ることはとても大切なことだが、事前に頂いた書類には、専門的な用語や罪名
等が多く、実際の支援に生かせる情報は少なかった。そのため、不安も大きい。
しかし、実際に本人と対面すると、普通に世間話ができ、周りに気遣いの出来る人だった。担当職員として紹介されると

「自分の娘ぐらいの年齢だ」と驚くと同時に「お母さんだと思ってください」と受け入れてくださった。私は、本人との年
齢の差にも大きな不安を抱いていたが、この言葉をきっかけにして親子のような関係性作りを行えるよう支援した。

期間：２００８年１０月～２００９年１月

２０２．罪を犯した障がい者・高齢者の支援について～福祉施設で直接受け入れ～
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２月より養鶏農家にて職員と数人のグループで集卵・洗卵作業の実習に取り組む。体力的な不安や施設外での取
り組みの中で心の変化等ないのか懸念されたが、３月末まで継続して取り組むこととなる。４月から正式に就労継
続支援Ｂ型へ移行し、月１５，０００～１８，０００円の工賃を支給される。就労状態は安定して取り組まれている。

導入・アセスメント期 個別支援計画の作成・実施期 現在

信頼関係が築かれる。日中活動は就労継続支援Ｂ型へ移行。

事 業 所 職 員 配 置 活 動 内 容

日中活動

就労継続支援Ｂ型
（諫早市）

定員１０名 職員６名
通常の職員配置

●一般事業所（養鶏場）での集卵、洗卵作業

生活の場

ケアホーム
（諫早市）

定員６名（男女混合・重度）
職員１名（ケア職員付き）
※住宅街の中

他グループホーム ２軒
定員３～４名（職員通い型）

Ａさん 年齢性別共に
様々な職員が加わる

●４月中旬にはヘルパーの移動支援を取得。ケー
スを理解していただいているヘルパーと買い物や
温泉へ外出。

●７月頃から、休日前日は他グループホームへ体
験実習。食事と入浴を共にすることで、同年代の
女性同士で楽しくすごされている。行き帰りは送迎。

支援の全体目標 本人の成育歴や特性を知り、信頼関係の構築を図る。

ニーズ
（解決すべき課題）

支援目標 サービス内容
頻度・
時間

目標達成
時期

生活環境の確立 ホーム内での役割
設定を行い、本人
がやりがいや責任
感を持てるように
する。

ホームが自分の居場所であると感じていただけるよ
う、役割設定を行い、アドバイス、助言、感謝を伝
える。
本人がホームの仲間であるという意識をもてるよう
にする。

毎日 ２００９年
４月

信頼関係の構築 家族の存在がない
ため、本人の思い
や願い等を話せる
相手が作れるよう
にする。

生活担当、日中担当とは別に、全体の支援者として
グループ長、身元引受人として常務理事、保護司と
して理事長というように、本人にわかりやすく濃淡
をつけて関わりを持つ。それぞれの関わりのなかで、
本人が話しやすい環境をつくる。

随時 ２００９年
４月

就業面 健康で仕事が出来
るよう、体調管理
等行なう。

本人から仕事の話も聞き、健康面や体力面の把握を
行う。日中の職員、医務担当の職員と連携し、無理
なく仕事が出来るよう支援を行う。

随時 ２００９年
４月

社会性 基本的な社会性を
身につける。

本人の特性がどのように出るのか把握し、罪を繰り
返さずに社会生活を営めるような環境設定を行う。

随時 ２００９年
４月

1事例� 住宅街のケアホームで直接受け入れ

一般事業所での実習に移行

期間：２００９年２月～２００９年８月

個別支援計画

（２００８年１０月１日作成）

２１ ２．罪を犯した障がい者・高齢者の支援について～福祉施設で直接受け入れ～



1 直接、地域のケアホームで受け入れた。周囲にスーパーや本人を刺激しかねない因子はあるものの、バックアップ
施設が近くにあり、近隣にベテランの世話人さんも多く住んでいるという「本人を支える人的環境」を手厚く整え
ることで、矯正施設から直接、地域のケアホームでの受け入れが可能になった。

初めは発語のないＹさん（障害程度区分５）との関わりを増やし、ピアカウセリングの役割設定も考えていた。
しかし、発語のない方との関わりをどうしたらいいのか分からず、戸惑っている様子もあり、職員を介して少しず
つ関わりを持ち、今では自分から積極的に話しかけたり、誘導して下さることが増えた。
他には他メンバーの方の食事の片付け、身の周りの世話、話し相手となって下さり、本人もそれを楽しんでいる

様子がうかがえた。本人以外は全員男性利用者のため、家事や料理など、職員と一緒に行い、本人の中でも「みん
なのお母さん！」という意識が出てきたように感じる。他利用者の前で「○○さんが作った」「○○さんがしてく
れた」と伝えることで、他利用者から感謝の言葉もあり、本人のやりがいへとつなげていった。

信頼関係の構築

ホームへ来た当初は、慣れないこと、刑務所を出たばかりということもあり、職員に対しびくびくしている様子
があった。職員が近くを通ると背筋が伸びたり、居室でゆっくりしている時も、ノックをしてのぞくと急いで正座
をしたりと、心が休まる場所ではなかった様子。しかし、徐々に本人の緊張もとけ、お互いが肩の力を抜いて接す
ることが出来るようになった。
本人との関係性を深めるため、ノートを交換していた。何か困ったことや分らないこと、口では言いにくいこと

があれば、何でも書いて持ってきてもらうように約束をした。初めの頃は、「反省している」「もう戻りたくない」
等の反省の言葉が多かった。しかし、ホームでの生活を繰り返し、多くの職員や利用者と関わっていく中で、職員
の話や自分の希望等を書いてくることが多くなった。生活においての希望や今後の不安、仕事の希望や不満等を話
すことが出来るようになっている。
余暇活動の充実についても、やりたいことがある時は、自分から主張出来ており、職員との信頼関係が構築され

ていった。

一緒に入浴を行う

週に１度は一緒に入浴をした。「娘と入っているみたい」と照れくさそうにされていたが、親子として、女同士
として色んな話をすることができた。入浴中の関わりは、本人の本音や過去、気持ちをゆっくり聞くことのできる
貴重な時間であった。

マンツーマンでの外出支援

買い物や外出は必ずマンツーマンで支援が出来るように配慮した。ホームでの外出も担当者とは別に、必ず１人
フォローに来てもらい目の行き届く範囲での支援を行った。徐々に本人の金銭管理能力や特性が分かってきた。全
体で動くよりも自分のペースで行動したいという本人の希望もあり、ヘルパーの移動支援を取得。本人のケースを
十分に把握して頂き、ヘルパーと２人での外出も可能になった。

導入・アセスメント期 個別支援計画の作成・実施期 現在

９月～１０月頃には、就労移行支援へ籍を移し、一般就労を目指すように計画していた。
生活の場でも同年代の方や、異性との関わりが増えていくにつれて、本人の中で「グループホームに住みたい」「お茶

飲み友達が欲しい」という希望が出てきた。６月からは同年代の方がいるグループホームで、夕食や入浴をしてお喋り
をして帰ってくるという時間を設定した。
しかし、７月より体調不良があり、病院通いが多くなり、医療的な支援が必要になる。８月より入院をしているため、

現在は体調を治し、１日も早くホームに戻りたいという本人の目標がある。家族との関わりがないため、家族の代わり
となれるような支援が求められている。職員が毎日交代で様子を見に行き、本人の医療的状態や精神的状態を共通理解
し、安心して治療に専念できる環境作りを行っている。

ホームでの母親的存在へ

期間：２００９年８月～

支援のまとめ

２２２．罪を犯した障がい者・高齢者の支援について～福祉施設で直接受け入れ～



本人のニーズ�
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2事例� 2007年2月

相談受付

面会3回
合同支援会議3回

導入・アセスメント 期 個別支援計画の実施期 現在

5月 9月 2008年4月

刑務所

静かな場所で
落ちついて
暮らしたい

年齢（受け入れ時） ５０代

CAPAS（IQ相当値） ４１

療育手帳 なし

罪 名 器物破損（放火による）

刑 期 懲役１年６か月

入所度数 ４入

出所形態 身元引受人がいないため
満期出所

生活環境づくり

●火気類の撤去。
●アルコールによる放火のためアルコール
類は原則禁止とし、料理酒も撤去した。

●貴重品の管理の徹底。
●日中活動への移動時は職員付添い。

受け入れ

●
出
身
地
の
市
町
村
へ
の
橋
渡
し
を
予
定
し
て
い
た
が
、
福
祉
的
手
続
き
が
間
に
合
わ
ず
、
当
法
人
で
受
け
入
れ
る
こ
と
に
。

●
満
期
出
所
で
の
受
け
入
れ
。

生活介護

（長崎県雲仙市）
定員２０名 職員６名

ケアホーム ケアホーム ケアホーム

（長崎県雲仙市） （雲仙市） （雲仙市）

定員５名（女性のみ）
職員１名（ケア職員付き）

定員７名（男女混合・重度）
職員２名（ケア職員付き）

定員５名（男女混合）
職員１名（ケア職員付き）

出所までに療育手帳を申請できない。保護観察所の協力
のもと、１８歳までに本人の障がいがあったことを推認す
ることが出来る情報を収集した。現地調査で会った本人
の幼少期を知る親族の証言で、療育手帳の取得に至る。
その間３か月の費用は法人負担。

７／９ 更生相談所にて療育手帳判定、市役所にて障害
程度区分の聞き取り調査実施

７／２６ 生活保護支給決定
８／９付け 療育手帳 判定B１
８／９ 支給決定 区分３

長所の発見

障がいが重い方のお世話が大好きという
長所の見出しが、ピアカウンセリングを
中心としたケアプランにつながる。

本人の夢

はじめての矯正施設からの
受け入れ。

キーパーソン
日中活動・生活のサービス管理責任者

日中活動先のサービス管理責任者（男性、勤続６年）、生活
の場のサービス管理責任者（女性、勤続７年）を担当職員とし、
関係づくりや再出発への動機付けを兼ねて面会を行った。日中
担当者の名前はすぐに覚え、キーパーソンとして設定。キーパー
ソンを早期に明確化したことにより支援がスムーズに行えた。
出身地への調査も一緒に出向き、手続きも一緒に行った。

導入・アセスメント期 個別支援計画の実施期 現在

刺激を避ける意味で、日中活動は施設の周辺に限定。
休日の外出も制限した。
当初の近辺の人家を物色するような目つきが、次第

におさまり、安定した生活・活動ぶりであった。
サービス調整会議から満期出所までの期間が短く、

必要な福祉サービスを整えるのに時間を割いた。

生活の場を障がいが重い方のケアホームへ
移す。重度の方のお世話が大好きという長所
を見出し、ピアカウンセリングを中心とした
ケアプランを立てる。
休日も職員が同伴し、５～６人のグループ

での買い物や外食への外出が可能になった。

まち郊外からまち中へ生活圏域を
ひろげていくプランに沿って、まち
中のケアホームで実習を行う。
日中活動では施設周辺での活動に

も参加できるようになる。

日中活動

「楽しく暮らす」を目標に
挙げ、多くの楽しみの取り
入れを行っている。
趣味を広げてエアロビクス
スタジオで毎週レッスン。
その他、外出、コンサート
鑑賞等。

職員配置

Ｂさん 担当職員
（男性、勤続６年）

通常の職員配置

活動内容
●リサイクル活動
●和太鼓活動

●しいたけの栽培
●乗馬、和太鼓活動

●弁当配達 ●パン販売
●地域サークル活動への参加

生活の場

本人と将来について話を
する中で、「同じ日中活動先
の仲間に好きな人ができた。
その人と話をするのが楽し
い。将来一緒に暮らすこと
ができたらと思う」という
話が聞かれた。現在のまち
郊外の丘陵のケアホームで
の生活を希望される。

職員配置

Ｂさん 担当職員
（女性、勤続７年）

Ｂさん 年齢性別共に
様々な職員が加わる

通常の職員配置

休日・外出
●外出を制限。日課を守れるように
なったら外出をすると約束をする。

●平日にマンツーマンで外出支援。地域行
事へも参加。

Ｂさん

日中活動

生活の場
まち郊外の丘陵

２３ ２４２．罪を犯した障がい者・高齢者の支援について～福祉施設で直接受け入れ～ ２．罪を犯した障がい者・高齢者の支援について～福祉施設で直接受け入れ～



等
級

死亡

本人 夫

兄 兄 姉 姉 姉 妹

死亡

2事例� はじめての矯正施設からの受け入れ

アセスメント表

氏名 Ｂさん 男・女
障害

基礎年金
有・無 １級・２級・申請中

療育手帳 有・無 番
号 精神手帳 有・無 等

級
番
号

身体手帳 有・無 等
級

番
号 IQ相当値 ４１ 障害程度区分 無

家
系
図

※１０年以上前から家族との交流なし。居場所も分からず。

住
宅 なし。公園でホームレス生活。

経
済
状
況

家
庭
状
況

実父は本人が１７歳時、実母は４９歳時に死亡。２２歳時に結婚するが、３５歳の頃、本人の飲酒が原因で離婚。長女は離婚時に
夫が引き取り、以後交流なし。兄２人、姉３人、妹１人いるが、１０年前に会ったきりであり、以後交流なし。４０代になり、
故郷にもどるが、兄との関係悪く、自宅を飛び出し、知人宅、公園での寝泊りなどの生活を送る。家族一同、本人が今まで
行ってきた犯罪等で、迷惑を受けており、拒否的。もう故郷には帰ってきてほしくないとおもわれている。療育手帳申請時
の書類提出でさえ、やっと協力をしていただけた状況であった。

犯罪面

罪名 器物破損 刑名刑期 懲役１年６か月 刑期
○○○○年×月～
○○○○年×月

受け入れ日 ２００７年５月 入所度数 ４入 再犯期間 １か月２８日

犯罪の概
要及び動
機・原因

暖を取るためにゴミに放火。飲酒時にいらいらして車庫に放火。

犯罪性の
特徴

楽天的で、その時々の刺激によって場当たり的に行動する。被害感を抱きやすく、困難にぶつかる
と、すぐにやけになって短絡的な行動に及ぶ。

非行・
犯行歴

２０代～飲酒して放置バイクを無免許で乗り回し、罰金刑。４７歳～拾った他人の通帳からお金を引き
出そうとして執行猶予、公園で拾った通帳で同様の行為をして受刑。５０歳～酒代欲しさに他人の財
布を盗む。

中毒

中毒の有無（有【種類：アルコール依存】・無）

特
記

反社会的
集団との
関係

反社会的集団との関係（有・無）

特
記

２５ ２．罪を犯した障がい者・高齢者の支援について～福祉施設で直接受け入れ～
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職員の思い�

本人の
様子

当初は近辺の人家を伺うような目つきがあったが、次第にそのような様子は見られなくなった。ホームの
食品を自室へ持ち込むことはあったが、素直に注意を聞き入れることもできていた。
もともと人懐っこい性格であり、それまで親身になって話を聞く相手もいなかったという点もあり、職員

に対しての抵抗感はなく、キーパーソンだけでなく様々な職員との良好な関係も出来やすかった。

就労を希望されていたため、職業能力、他の利用者
との人間関係等の把握を目的に、人員が手厚く、メ
ニューの幅がある生活介護を日中活動に決定した。マ
ンツーマンでの支援を実施。事業所を出た地域での活
動には参加せず、事業所周辺での活動に限定した。

有期限で生活訓練を行う「訓練」に特化したケアホー
ムで受け入れた。同事業所はまち郊外の丘陵に位置し
周囲に人家も少ない静かな環境である。罪種も踏まえ、
一旦同事業所で受け入れ、状態把握と基礎的な生活訓
練を行った後、段階を踏んで生活の場を移動していく
こととした。
この間の支援は、キーパーソンとなるサービス管理

責任者を中心とし、本人との信頼関係の構築を目指し
た。
休日は刺激を避けるため、外出を制限しホームやそ

の周辺で過ごすこととした。再犯防止のために、週に
１回の持ち物チェックや日中活動先への付き添い送迎
を行った。

出所されて初めて、ケアホームの自分の部屋に入った時の本人の笑顔がとても印象的であった。「住むところや
食事の心配をしないでいい」という言葉もあり、今まで福祉の手立てを受けることができなかったことを残念に感
じた。当初は罪を犯した障がい者を受け入れるということで、今まで行ってきた他の障がい者と違った支援が必要
ではないかと不安だったが、本人との関係性がとれてくる中でそのような不安は消えていった。他の利用者と同様、
少しずつ信頼関係を築き、本人の思いや望みを受け止め、本人の願いを叶えていく支援が必要であると感じた。

支援の流れ

導入・アセスメント期 個別支援計画の作成・実施期 現在

まち郊外の刺激の少ない環境で、状態の把握と、基礎的な生活習慣の確立を行う。

事 業 所 職 員 配 置 活 動 内 容

日中活動

生活介護
（長崎県雲仙市）
定員２０名 職員６名 Bさん 担当職員

（男性、勤続６年）

●リサイクル活動
●和太鼓活動

生活の場

ケアホーム
（長崎県雲仙市）

定員５名（女性のみ）
職員１名（ケア職員付き）
※まち郊外の丘陵

Bさん 担当職員
（女性、勤続７年）

●外出を制限。日課を守れるようになったら
外出をすると約束をする。

マンツーマンによる支援 静かな環境での受け入れ

・行動特性、基本能力、人間関係の把握。

日 中 リサイクル活動＝自分の仕事を持つことで自覚を促す。

生 活 同性の仲間４名との生活の中で生活習慣の確立を目指す。

ねらい
留意点

期間：２００７年５月～８月

２６２．罪を犯した障がい者・高齢者の支援について～福祉施設で直接受け入れ～
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職員の思い�

日中の活動場所やホームでの生活にも慣れてきたこともあり、とても穏やかな表情をするようになってきた。悩
みごとや日々の何気ない話をすることができる仲間や職員がいることによって、人はこうも変わるものなのかと実
感させられた。改めて他の障がい者と変わらない支援の対象者と感じさせられた。

導入・アセスメント期 個別支援計画の作成・実施期 現在

生活の場を障がいが重い方が生活されているケアホームに移動。ピアカウセリングを軸とした支援を行う。

事 業 所 職 員 配 置 活 動 内 容

日中活動

生活介護
（雲仙市）

定員２０名 職員６名 Bさん 担当職員
（男性、勤続６年）

●しいたけの栽培、摘み取り
●乗馬、和太鼓活動
●仲間と共同で行う作業を組み入れることで、
他の利用者との協調性を養う。

生活の場

ケアホーム
（雲仙市）

定員７名（男女混合・重度）
職員２名（ケア職員付き）
※まち郊外の丘陵

Ｂさん 年齢性別共に
様々な職員が加わる

●平日にマンツーマンで外出支援。地域行事
への参加も行う。

2事例� はじめての矯正施設からの受け入れ

（２００８年４月１日作成）

個別支援計画

支援の全体目標
�健康で、安定した生活をおくる
�犯罪を繰り返さない環境作り

ニーズ
（解決すべき課題）

支援目標 サービス内容
頻度・
時間

目標達成
時期

糖尿病
右耳が聞こえづ
らい
眠りが浅い
高血圧など

健康状態の把握
精神面の把握
適度な活動量の確保

定期的な病院受診
日頃の健康状態の把握・観察
日中活動との密な連携
医務の指導のもと、ビデオなどを見て、病
気の怖さを知る機会を作る

随時 ２００８年１０月
病気につい
ては、長期
的な支援が
必要と思わ
れる

円滑な人間関係
の構築

ピアカウンセリング
本人の不満、不安を聞きだ
せる環境づくり・人間関係
づくり

言葉使いへのアドバイス
キーパーソンの設定
（本人が悩みや思いを伝えやすい職員）
障がいが重い方との関わりを通して、豊か
な人間関係の構築を図る
（過去の経験を生かした、お母さん的役割）

毎日 ２０１０年４月

情緒の安定 落ち着いた生活を送るため
の、環境整備

レターカウンセリングの実施
生活状況の把握
過ごしやすい生活環境の設定
気分転換を図るために定期的に外出を計画
する

毎日 ２００９年４月

罪の意識を感じ
ていない

自分の問題性の把握 カウンセリング
放火、窃盗など犯してきた罪の重大さを学
習する機会を作る
定期的に意識づけをする機会を設ける

随時 ２００９年４月

行動特性・問題
行動の把握

環境が変わったことで、新
たな行動特性などが出てき
ていないかの把握

日頃の生活状況の把握
日中・生活とのケース
会議の実施

毎日
月１回

２００８年１０月

期間：２００７年９月～２００８年３月

２７ ２．罪を犯した障がい者・高齢者の支援について～福祉施設で直接受け入れ～
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職員の思い�

本人と将来について話をする中で、「同じ日中活動先の仲間に好きな人ができた。その人と話をするのが楽しい。将来

一緒に暮らすことができたらと思う」という話が聞かれた。現在のまち郊外の丘陵のケアホームでの生活を希望される。

1 再犯につながるアルコール禁止・火気管理という生活環境づくりを配慮したことが大きかった。

2 母親の経験をいかした、重度の障がい者とのピアカウンセリングが精神面での安定につながった。

3 お弁当配達で地域の人に言われた「ありがとう」と言う言葉が本人の自信になっていった。

事業所外での弁当配達を開始した。
配達先としては、一般の会社、高齢者グループホーム、独居老人宅、

高校であった。当初は配達先の人に会っても挨拶や、お辞儀等のマナー
がまったくできていなかったが、練習しながら日々の配達業務にあた
り、次第に明るく挨拶もできるようになっていった。独居老人宅では
安否の確認も行うようになり、次第に配達先の人からも、「ありがと
う」と声掛けされるようになり、本人にとって、誰かのお役にたてて
いることを実感できるようになってきたと思われる。
配達業務を行うようになり、事業所からの工賃も増額してきた。自

身の活動が評価され、頂く工賃も増額してきたことを実感することに
よって自分に自信がもてるようになり、今までにはなかった自分の居
場所を見つけることができたように思われる。

まち郊外からまち中へ生活圏域を広
げていくプランに沿って、まち中のケ
アホームでの実習を計画した。心的動
揺からか、日頃見られない行動がでて
きた。聞き取りを行うと、ケアホーム
の近くに飲み屋さんもあり、抑えてい
た悪い癖が出そうになり気持ちが揺れ
たとの弁。まだ刺激の少ない所での生
活を希望される。

誰かに感謝されたり、お役に立つことを実感することが、こうも人を成長させるものかと驚かされた。本人の心
が成長し、社会で適応していく為の力を養われていくところを実感した。今までの生活の中で、結婚し、子供にも
恵まれて幸せな時期もあったと思われるが、幸せな時期のことを忘れ、長いホームレスでの生活は大変つらかった
ことと思われる。ここにきて、本人が心を許せる仲間や職員が増えていったことが、生活の安定に繋がっていった
と思われる。

導入・アセスメント期 個別支援計画の作成・実施期 現在

日中・生活共に、まち郊外からまち中へ活動範囲を広げていく。

事 業 所 職 員 配 置 活 動 内 容

日中活動

生活介護
（雲仙市）

定員２０名 職員６名 通常の職員配置

●弁当配達
●パン販売
●地域サークル活動への参加

生活の場

ケアホーム
（雲仙市）

定員５名（男女混合）
職員１名（ケア職員付き）
※まち郊外の丘陵

通常の職員配置

事業所外への弁当配達により自信をつける 生活の場の移行を目指すが

期間：２００８年４月～

本人の夢

支援のまとめ

２８２．罪を犯した障がい者・高齢者の支援について～福祉施設で直接受け入れ～



本人のニーズ�

3事例� 2007年2月

相談受付

面会4回
合同支援会議4回

導入・アセスメント期 個別支援計画の作成・実施期

入　院

現在

9月 2008年7月 2009年8月

刑務所

：

：

：

：：

自立訓練（生活訓練）

（長崎県雲仙市）
定員１０名 職員４名

ケアホーム

（雲仙市）

本人の夢

定員４名（男女混合・重度）
職員１名（ケア職員付き）

年齢（受け入れ時） ２０代

療育手帳 あり（Ｂ１）

罪 名 覚せい剤取締法違反

刑 期 懲役１年８か月

入所度数 初入

出所形態 常務理事を身元引受人とし
ての仮出所。

生活環境づくり

●暴力団関係者による覚せい剤売買に関連
して、消費者金融からの返済請求等が予
測されるため取立ての連絡等には応じな
いよう職員間での対応を統一した。

●電話連絡、手紙なども本人の所在・住居
が分からないように法人全部署へ意思統
一をお願いした。窓口を身元引受人に絞
り、情報が流出しないように心掛けた。
本人へもホームの住所や連絡先が分から
ない様、住所・電話番号一覧表は撤去した。

●病気誘因となる有機溶剤（油性マジック、
除光液、接着剤等）の撤去

●精神科医による薬物についての職員研修

受け入れ

●
仮
出
所
に
よ
る
初
め
て
の
受
け
入
れ
。

定員５名（女性）
職員１名（宿直型）

定員５名（男女混合・重度）
職員２名（ケア職員付き）

精神科医との連携

覚せい剤の使用の前歴があったため受け入れ時
から精神科医の協力をいただく。
職員への薬物に関する講習の開催。本人への２
週間に１回程度の受診とカウセリング、不安定
さが顕著になった際の精神科への入院による医
療的支援の切り替え等、協力をいただく。

キーパーソン＝定まらず

障がいの特性上、他人の感情を理解することが難しく、生育
歴や罪につながった恋人との関係から、依存はしやすいが他人
との間になかなか信頼関係を構築できない。そのため、キーパー
ソンが定まらず、支援を行う上で、最大の課題点となった。

保護観察所との連携
出頭する決まりはなかったが、毎月保護観察所へ
職員と一緒に出頭し、現状報告と尿検査を行った。
再犯防止の意識付けで保護観察官からも本人へ、
厳しくそしてあたたかい話をしていただけた。

保護司との連携
月一回の面談日を設定し、現状報告または支援に
当っているスタッフには話せない悩みなど打ち明
けることができ、保護司からスタッフへ支援のヒ
ントをいただいた。

長崎県で働いて、
お金をためて
アパート暮らしを
したい。いつかは
お母さんを呼んで
一緒に暮らしたい

仮出所による初の受け入れ。
薬物中毒の対応のため、
施設外の社会資源（精神病院）
と連携する。

導入・アセスメント期 個別支援計画の作成・実施期 現在

仮出所期間であるため、保護司との面談等を通
し、自分を見つめる機会、罪を見直すことに重き
を置く。安定の動機づけとして、日中活動ではヘ
ルパー２級の取得。長崎県が楽しい場所と印象づ
けるよう、休日には積極的に外出した。
生活面では暴力団関係者からの隔離と、生活リ

ズムをつけるため、生活訓練に特化した女性のみ
のケアホームで受け入れ。

ヘルパー２級は取得できたが、将来展望
が定まらず。
ピアカウンセリングを目的に、障がいが

重い方が多いホームに生活の場を移す。
仮出所期間終了後、日中活動・生活面共

に不安定な状態が続き、女性職員への暴力
もあり精神病院へ一時入院。

入院中に心の整理を行う中で、自
らのニーズを再確認する。
日中活動は就労移行支援を目指し

事業所外での実習を開始。生活の場
も住宅地内のケアホームに移動し、
少しずつ目標に向けた取り組みが始
まっている。

日中活動

就労移行支援を経て、一般就
労で長く働きたい。職業・職
種の希望はない。

職員配置
Ｃさん 担当職員（男性、勤続１９年）

※問題発生時には個別対応

外部実習は

Ｃさん 職員
※事業所内は通常の職員配置

活動内容
●牛の管理作業
●ヘルパー取得・生活介護事業所での実習

●牛の管理作業（給餌）
●一般事業所、
就労継続支援Ｂ型での実習

生活の場

お母さんと一緒に暮らすこと。

職員配置

Ｃさん 担当職員
（女性、勤続７年）

通常の職員配置
※問題発生時には個別対応 通常の職員配置

休日・外出 ●職員がマンツーマンで外出支援 ●平日にマンツーマンで外出支援

ケアホーム ケアホーム

（長崎県雲仙市） （雲仙市）

Ｃさん

日中活動

生活の場

まち郊外の丘陵
住宅街

精神病院に
入院

２９ ３０２．罪を犯した障がい者・高齢者の支援について～福祉施設で直接受け入れ～ ２．罪を犯した障がい者・高齢者の支援について～福祉施設で直接受け入れ～



清掃員

兄 本人兄
会社員

兄
塗装工知的障がい者

施設入所　　

塗装工

アセスメント表

氏名 Ｃさん 男・女
障害

基礎年金
有・無 １級・２級・申請中

療育手帳 有・無 等
級Ｂ２→Ｂ１（受刑中に再判定） 精神手帳 有・無 等

級

身体手帳 有・無 等
級 IQ相当値 障害程度区分 区分３

家
系
図

住
宅

経
済
状
況

家
庭
状
況

両親は、本人の生後すぐ離婚するが本人は小４まで父親と同居。父親の母親に対するDVを見て育つ。現在の家族は母と３人
の兄。本人は次兄に怒られるのが怖く家出を繰り返していた。
母親は知的障がいの疑い。

犯罪面

罪名 覚せい剤取締法違反
刑名
刑期

懲役１年８か月
懲役１年４か月

刑期
○○○○年×月～
○○○○年×月

受け入れ日 ２００７年９月 入所度数 初入 再犯期間

犯罪の概
要及び動
機・原因

交際相手や知人より覚せい剤を強要される。気分が良くなることから使用を反復。２３歳時執行猶予付
くものの２６歳時再度交際相手より覚せい剤を強要され、乱用、警察に駆け込み逮捕される。

犯罪性の
特徴

幼稚で理解力や判断力が乏しい。自信がなく、気弱で人から受け入れられようとして同調しやすい。
他の人への依存心が強く、反社会的集団に巻き込まれやすい。

非行・
犯行歴

１５～１８歳 家出・シンナー乱用。
２３歳～ 覚せい剤乱用。

中毒

中毒の有無（有【種類：有機溶剤 】・無）

特
記

有機溶剤慢性中毒。覚せい剤依存の状態ではないかと精神科医より診断される。

反社会的
集団との
関係

反社会的集団との関係（有・無）

特
記

交際相手、働いていた職場などやくざがらみであった。

２００８年１１月に入院時にMRI 検査を行った結果、シン
ナー、覚せい剤のため脳の萎縮がかなり進んでいる（８０
才値）ことが判明する。

家庭訪問を行った結果、母親にも家族性障がいが疑わ
れ、保護能力が低く、出身地に戻った場合、これまで
の人間関係に巻き込まれ再犯に至る可能性が高い。反
社会的集団との隔離が急務に。

3事例� 仮出所による初の受け入れ 薬物中毒への対応

３１ ２．罪を犯した障がい者・高齢者の支援について～福祉施設で直接受け入れ～
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本人の
様子

当初は、終日作業をすることはできなかったが、徐々に体力がついてくる。
保護司への信頼度はかなり高く、面談のほかレターカウンセリングも行っていた。また保護観察所への出

頭も現状の報告、相談等できるためとても楽しみにしていた。
周りのホームに住んでいる障がいが重い人へのやさしさがあり、お世話をすることで安定していた。

しかし、対人トラブルが多く、一度関係が悪化してしまうと自己解決できず、暴言、暴力、飛び出しが多々あった。
特に刑期終了前後に心の揺れがあった。故郷に戻ったら、また犯罪に巻き込まれることは分かっていながらも、自分の
中でうまく処理ができないでいた。

就労を希望していたため、受け入れ時には職業訓練
法人 長崎能力開発センターでの職業訓練も想定して
いた。受け入れ後の対応から、同センターでの２年間
の集団生活は難しいと判断し、自立訓練（生活訓練）、
就労移行支援を使用した就労支援に切り替える。
面接の際に牛の絵を喜んで見ていたことから、和牛

の飼育を行う自立訓練（生活訓練）で受け入れる。相
性の悪い利用者の影響で不安定になり、事業所を飛び
出すことが出てくる。本人の長所を活かし、仮出所期
間中の動機づけとして、同事業所を利用しながら、ヘ
ルパー２級の取得を目標に設定する。

暴力団関係者との隔離と、保護観察期間であるため
規則正しい生活リズムをつけることを優先し、事例�
と同じく、生活訓練を行うケアホームで受け入れた。
故郷を離れ、職業トレーニングをし、就職すると希

望していたが、母、故郷への思いが強くなり、「故郷
へ帰りたい」との言葉が聞かれるようになる。長崎が
楽しい場所であるという印象がもてる様、休日には
ホームメンバーと積極的に買い物やドライブ、図書館
への外出を行った。

支援の流れ

導入・アセスメント期 個別支援計画の作成・実施期 現在

保護観察期間中の意識づけと反社会的集団からの隔離を支援の中心とする。

事 業 所 職 員 配 置 活 動 内 容

日中活動

自立訓練（生活訓練）
（長崎県雲仙市）
定員１０名 職員４名 Ｃさん 担当職員（男性、１９年）

※問題発生時には個別対応

●牛の管理作業
●ヘルパー取得・生活介護事業所での実習

生活の場

ケアホーム
（長崎県雲仙市）

定員５名（女性）
職員１名（ケア職員付き）
※まち郊外の丘陵

Ｃさん 担当職員
（女性、勤続７年）

●職員がマンツーマンで外出支援

ヘルパー取得で仮出所期間中の動機づけを行う 規則正しい生活リズムをつける

・仮出所期間中であり、再犯をしないように意識継続、忘れないように日中・生活連携して支援を
行う。（遵守事項の遵守、保護観察所への出頭、保護司との面談）

・本人のニーズ・行動特性の把握を図る
・本人を犯罪から守る

ねらい
留意点

職員の思い�

刑期終了前後の葛藤を和らげる支えとなりえなかったことが、今思い出しても自分の力の足りなさに悔しさがこ
みあげてくる。
本人の特性上、わかりやすい具体的な目標設定を行っていたら、もっと安定して過ごすことができたのではない

か、毎日こうしたらいいのかな、どうしたらよかったのかと考える日々だった。導入期ということで観察も必要だっ
たが、どうやったら、本人のモチベーションが上がるのか試行錯誤だった。

期間：２００７年９月～２００８年７月

３２２．罪を犯した障がい者・高齢者の支援について～福祉施設で直接受け入れ～
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本人の
様子

ねらい
留意点

目 標

ねらい
留意点

目 標

とても、揺れた時期であった。精神科受診を定期的に組み込みながら、情緒の安定を図っていく。ホーム
での利用者間のトラブルはなく、優しさもみられたが、若い男性職員に対しての憧れから不安定になり、断
続的に飛び出しや暴言等の問題行動が目立つ。そのため当事者団体での交流も行えなくなる。
情緒不安定さが顕著になり、日中活動へも参加出来なくなる。２００８年１１月に女性職員へ激しい暴言・暴力

を行ったことにより、福祉支援から医療支援に切り替え、２００９年１月まで精神科へ入院する。環境を一旦変えたことで、
福祉サービスの必要性を再認識し心の整理ができた。入院か福祉かの選択で福祉を選ぶ。本人も自らのニーズを再び思
い出す事が出来た。ニーズを意識しやすいよう、より具体的な目に見える目標設定を行った。

時間をかけて就労につなげることを個別支援計画の
中心に据える。ヘルパー取得後は、自立訓練（生活訓
練）に復帰し、引き続き和牛の世話を行った。また、
仮出所期間が終了し、司法による束縛がなくなること
を踏まえ、情緒安定と長崎に残るモチベーション作り
も課題とした。

・就労に向けた基礎作りを行っていく。
・導入期で多く見られた対人関係のトラブ
ルを防ぐため、周りの人とのコミュニ
ケーション力をつける。

・本人に適した活動メニュー（就労の場）
の模索を開始する。

安定をすれば事業所外での実習を始めるこ
とを目標にする。生活と共通の課題を設け
る。（生活の場を参照）

導入期に障がいが重い方との触れ合いから、元来の
やさしさ、明るさが見られたことをヒントに、障がい
が重い方の多いホームへ移動する。宿直者も各部署か
ら年齢・性別共に様々な人と関わるようになる。
休日には、当事者団体の行事にも積極的に参加し、

障がいを持ちながら地域で働いている人との交流から、
将来に向けて具体的な目標、理想をイメージしやすい
よう試みた。

・障がいが重い方との生活を通じて情緒の
安定を図る。

�無断で飛び出さない、�悪口を口に出さ
ない。（何かある時はノートに書いて担当
へ持っていく）、�毎日出勤をする、�落
ち着いて仕事をするの４点を課題に評価を
する。

導入・アセスメント期 個別支援計画の作成・実施期 現在

適確な個別支援計画の模索。情緒不安定になるも入院を経て安定へ。

事 業 所 職 員 配 置 活 動 内 容

日中活動

自立訓練（生活訓練）
（雲仙市）

定員１０名 職員４名 Ｃさん 担当職員
（男性、勤続１９年）

●牛の管理作業

生活の場

ケアホーム
（雲仙市）

定員５名（男女混合・重度）
職員２名（ケア職員付き）
※まち郊外の丘陵

通常の職員配置
※問題発生時には個別対応

●平日にマンツーマンで外出支援

自立訓練で就労の基礎を身につける ピアカウセリングから生活の安定を図る

3事例� 仮出所による初の受け入れ 薬物中毒への対応

期間：２００８年７月～２００９年８月

３３ ２．罪を犯した障がい者・高齢者の支援について～福祉施設で直接受け入れ～



：

：

日 中 就労移行支援を経て、一般就労で長く働きたい。職業・職種の希望はない。
生 活 お母さんと一緒に暮らすこと。

1 初めての仮出所による受け入れであった。法的拘束期間を福祉的支援への移行期にあてることが出来た反面、
刑期終了前後には様々な制約の反動による不安定さが現れた。

2 覚せい剤使用という福祉を超えた支援が必要になったが、保護観察所、保護司との面談による意識付け、精
神科と連携した医療的支援等、福祉外の機関を巻き込むことで手厚い支援を行えた。

3 利用者との信頼関係を結べるキーパーソンが定まらなかったことが、安定した支援に至らない一因となった。
逆にキーパーソンの重要性を浮かび上がらせることになった。

4 入院をしたことで「福祉」の必要性を再認識。

導入・アセスメント期 個別支援計画の作成・実施期 現在

日中活動は事業所外での実習、まちの中での生活を開始し、共に次のステップへ進む。

事 業 所 職 員 配 置 活 動 内 容

日中活動

自立訓練（生活訓練）
（雲仙市）

定員１０名 職員４名 Ｃさん 職員
※事業所内では通常の職員配置

●一般事業所、就労継続支援Ｂ型での実習

生活の場

ケアホーム
（雲仙市）

定員４名（男女混合、重度）
職員１名（ケア職員付き）
※住宅街の中 事業所内では通常の職員配置

●まちの中のグループホームへ移動
●母親と年齢の近い世話人と関係し、状態は
安定

支援の全体目標
〈長期目標〉本人が安定して長く就労できる場での就職（一般就労、就労継続Ａ型・Ｂ型）を目指す
〈短期目標〉就労移行支援への移行

ニーズ
（解決すべき課題）

支援目標 サービス内容
頻度・
時間

目標達成
時期

自己評価と現実に大きな
ギャップがある

地域の事業所での実習を
通して、自分の力を知る

職員が同行し、作業の説明や評価な
どを行う。
毎日チェック表をつけ、自分の課題
点を分かるように説明をする

２００９年８月～ ２０１０年
３月

対人関係を円滑に築くこと
ができない
思ったことをすぐ口に出し
てしまう

対人関係を円滑に築くこ
とができるようになる

その場で、即時対応する。
声かけ・意識付け。

年間を通して
毎日適宜

２０１０年
３月

ほかの人に合わせるのが苦
手

社会のルールやマナーを
身につける

集団生活を通して、実践的にルール
やマナーを学べるようにする。
挨拶訓練

年間を通して ２０１０年
３月

情緒不安定さを持っている 情緒の安定を図る 思っていることを話せる時間を作る。
個別対応

年間を通して
適宜

２０１０年
３月

期間：２００９年８月～

外部実習は

個別支援計画

（２００９年７月１日作成）

本人の夢

支援のまとめ

３４２．罪を犯した障がい者・高齢者の支援について～福祉施設で直接受け入れ～



結婚生活

仲良し2人

面談、意識づけ
（仮出所の場合）

申し送りノート
での連携

ア パ ート
単身者2名

ベテラン
職 員

ケア職員付き体制で24時間支援

矯正施設から直接受け入れ

地域の人の輪で包み込む�

拠点となる福祉事業所�

グループホーム�

グループホーム�

グループホーム�

保護司� 保護観察所�

日中系事業所�

ケアホーム�

グループホーム・ケアホーム�

生活環境づくり

● 貴重品の管理の徹底
● 犯罪に至った反社会的集

団からの隔離
● 中毒・依存症がある場合

は、病気誘因となるアル
コール・有機溶剤の撤去

刑務所・少年院�

（30分圏域）
グループホーム・ケアホーム群�

福祉サービスの充実が再犯防止に

私達は「罪名」に目を奪われがちです。しかし、罪を犯し

た障がい者は本人へ福祉が届かず、様々な要因の中で犯罪に

手を染めざるをえなかった人達がほとんどでした。

そのため受け入れにあたっては、再犯防止の為に管理的・

隔離的な処遇体制をとるのではなく、「地域の中で資源を活

かしながら、一人一人の安心をどう作っていくか」という方

針の下、原則的には矯正施設から地域のグループホーム等で

直接受け入れるべきだと考えます。

ふつうの環境での生活の中で、生活することや働くことそ

のものに楽しみを見出していけるようにすることが、結果と

して再犯防止につながるのではないでしょうか。

手厚い人的環境で支える

人間社会では、個々人が善意を持ち寄って、助け合ってい

くことでセーフティーネットが構築されます。このような本

人を包みこむセーフティネットを構築することが大切になり

ます。

事例１のAさんの受け入れにあたっては、周りにベテラ

ン職員がおり、近くに拠点となる福祉事業所があるケアホー

ムを選びました。また日中の職員と連携の申し送りノートを

作成する等、本人を支える手厚い人的環境を整えました。

また、並行して再犯を防ぐ生活環境づくりも重要になりま

す。

1Point
罪を犯した障がい者・高齢者の支援のまとめ

地域の中のグループホーム等でサービスを提供します。
罪を犯した障がい者が一番求めているものは、「ふつう」の環境での「ふつう」の福祉サービスと、共に歩んでくれる理解者です。矯正施設から

受け入れる際には、管理的・隔離的な処遇ではなく、出来るだけグループホーム等の地域の中に受け皿を求めることが大切です。

３５ ２．罪を犯した障がい者・高齢者の支援について～福祉施設で直接受け入れ～



母親＝基地母親＝拠点

キーパーソンの重要性

人は関係性の中で支えられて生きている。
人の関係性の環境作りが安定と自信をもたらす。

家族

先生 知人

職場の同僚
上司・部下

地域

友人

仲間づくり

→ 安心感

→ 自信の回復
 生きる喜び

● 孤独感を癒す
・仲間との活動・生活
・職員からの働きかけ

●　「ただいま」と帰ってこれる
場所づくり

● 社会的使命（役割）
・障がいが重い方のお世話
・食事作り・後片付け

＝「自分が必要とされている」と
いう自信の回復

→ 誇り

● 地域の人からの「ありがとう」
の言葉

居場所づくり

社会内での
役割づくり

個別の目標へ

「家庭＝拠点」の崩壊による心の壁

人は関係性の中で生きていると言われます。その「拠点」
となるのが母親であり家族です。いつでも社会の風から守っ
てくれて、真っ先に自分の味方となってくれる家庭があるお
かげで、私達は社会への第一歩を踏み出せます。罪を犯した
障がい者・高齢者の背景を探っていくと、共通して家庭に恵
まれていない者が多いことが分かります。両親の離婚、家族
の離散、家庭内暴力、また家族性障がいによって「守る力」
の欠けている家庭もありました。
帰れる場所、守ってくれる人という「拠点」がない者は、

常に孤独感と不安感を抱えています。そして、犯罪（問題行
動）によって人から信用されず、排除される中で、まわりか
ら認められたくても認めてもらえない孤独感と不信感でよろ
いのように自分自身を固く防御している人も少なくありませ
ん。

「ただいま」と帰ってこられる仲間をつくる

個別支援計画においては、この「心の壁」をいかにしてと
きほぐしていけるかがポイントとなります。
刑務所を出た当初は、新しい環境への不安に加え、「刑務

所を出て来た」という引け目から、余計に「心の壁」が高く
なっています。仲間達と一緒に日中・生活を共にすること、
２４時間職員が付き添うことで「自分は一人ではない。多くの
仲間がいる」という、安心感を持ってもらいます。色々な職
員が積極的に挨拶や会話をすることで、あなたのことを気に
している人がたくさんいますという、メッセージを送ること
も大切です。
「おかえり」というありのままを受け入れる環境をつくる

ことが、本人が「ただいま」と帰ってこられる第一歩になり
ます。

役割による居場所づくり

次に大切になるのは居場所づくりです。グループホームで
は、障がいが重い方のお世話、食器洗い、食事作り等の役割
を持っていただきました。生活習慣をつけることだけが目的
ではありません。その過程では、他の利用者の方へ、「○○
さんのおかげ」「○○さんがしてくれた」という言葉をかけ
るように心がけました。
感謝の言葉が返ってくるようになる中で、自分の役割があ

る、自分が役に立っているという自身の存在価値が芽生えて
きます。グループホーム等の小さい関係性の中でも社会的使
命（役割）を持つことで生きる喜びと自信の回復がなされ、
自分の居場所を日々体感できていくものと思います。

自信をつける「ありがとう」の言葉

共通して言えることは人から感謝されたことが無い、又は
ごく少ない人達です。「おたがいさま」「ありがとう」と感謝
される環境を地域の中に広げていき、社会の中での役割を見
つけていけるかが、大きなポイントになります。

罪を犯した障がい者・高齢者の支援のまとめ

仲間づくりと居場所づくり
罪を犯した障がい者・高齢者は、「負のスパイラル（連鎖）」と「拠点となる家庭の崩壊」によって、「孤独と人間不信」に陥っている方が大多数

です。個別支援計画では、「孤独と人間不信」の壁をときほぐすことが出来るかどうかがポイントになります。

2Point

３６２．罪を犯した障がい者・高齢者の支援について～福祉施設で直接受け入れ～



アセスメント作成まで

アセスメント作成まで

アセスメント作成まで

アセスメント作成まで

アセスメント作成まで

アセスメント 個別支援計画の
作成・実践 中間評価修正 見直し修正 評価達成終了

初期状態の把握

基本ニーズの把握

課題の整理

満
期
出
所

個別支援計画の作成・実践 中間評価修正

中間評価修正

面会　2回

Bさん

面会　4回 仮
出
所

仮
出
所
終
了

初期状態の把握

初
期
状
態
の
把
握

課
題
整
理
修
正

状
態
の
変
化

基本ニーズの把握

課題の整理

観察期間

見直し修正

課題整理修正

Cさん

仮
出
所
終
了

個別支援計画の作成・実践面会　5回
初期状態の把握

基本ニーズの把握

課題の整理

仮
出
所

Aさん

他
施
設
へ
移
行

課
題
の
整
理

基
本
ニ
ー
ズ
の
把
握

初
期
状
態
の
把
握

面会　5回 個別支援計画の
作成・実践

療育手帳取得のため本人同伴で現地調査を実施。成育歴に関する調査を行う中で、本人の特性や犯罪の背景にあった、貧困や福祉制度から外れ　　　るという問題が見えてくる。

障がいの特性である他人への依存や、覚せい剤使用の影響のため、精神状態が安定せず、特性の把握や本人自身がニーズを確定することに時間　　　　を要する。反社会的集団との関係を遮
断するためにも、情報収集をかねて家庭訪問を実施。

ご家族が関わりを拒否し家庭からの情報入手が困難に。初めての地域での受け入れだったために、どのような特性がでるかの特性の把握の時間を　　　　多く設けた。

他県の移行先へ移るという本人のニーズははっきりとしている。移行のための課題点を見つけるために、日中活動、生活共に職員がマンツーマンで　　　　支援した。Dさん

基本

6か月

2か月

6か月

14か月

10か月

9か月

1年 1年6か月 2年

生家への現地調査

アセスメント作成の困難さ

通常知的障がい者への支援において、ポイントとなるのがアセスメントです。罪を犯
した障がい者・高齢者の場合は、時間をかけて丁寧に行う必要があります。
コロニー雲仙で受け入れた方は、通常の方が平均２か月でアセスメントを終了するの

に対して、２～４倍以上の時間をかけました。

二次的障がいを丁寧に取り除くことが必要です

その理由として、複雑にからみあった犯罪（問題行動）の背景があります。
犯罪（問題行動）は本人の性格・特性以外にも、貧困という経済的要因、福祉システ

ムからこぼれるという社会システムの問題、発達障がい（自閉症、アスペルガー）に代
表される障がい特性等が、大きく影響しています。
また、知的障がいがあるために、家族や友達から認められず、気をひくために物を盗っ

てしまう、あるいは周囲と自己評価のギャップから自暴自棄な行動に走ってしまうとい
うような、知的障がいから派生した二次的な障がいが犯罪の原因になっている事例もあ
ります。
単に問題行動のみに注目しては、問題の解決につながりません。
時間をかけて二次的な障がいを丁寧にとりのぞき、何がその人の幸せを妨げてきたの

かということを、時間をかけて見つめていく必要があります。

負のスパイラル（連鎖）からの救出

共通している二次的な障がいが、人間不信による信頼関係を構築することの難しさで
す。罪を犯した障がい者・高齢者は罪を犯すことで、家族を含む周囲との関係が崩壊し、
自分の居場所を失い、再度罪を犯してしまうという「負のスパイラル（連鎖）」の中に
います。周囲からの孤立や、「どうせ自分は信用されていない」という自己評価の低下
によって、人間不信に陥っている者が多いです。
そのため、福祉サービス支援者との間に信頼関係を築くのに時間がかかり、利用者の

悩みや要望（ニーズ）を聞くまでに時間を要します。

現地調査の有効性

このような複雑な背景とあわせ、罪を犯した障がい
者・高齢者は、入手できる情報に限りがあります。通常
の行動観察と合わせて、現地調査等も有効になります。
コロニー雲仙では受け入れにあたって、
� 現地調査（ホームレスとして生活していた場所も）
� 家庭訪問
� 前利用施設の職員への聞き取り
等を行いました。

共に歩む理解者に

この様に、足を運び細やかな情報を集めていく中で、支援員は「生きにくさ」への共
感者に育てられていきます。ここで育まれた信頼関係は支援にあたっての大きな強みに
なります。

罪を犯した障がい者・高齢者の支援のまとめ

時間をかけたアセスメントが必要になります。
罪を犯した障がい者・高齢者の支援にあたって、なぜ罪を犯してしまったのかという背景を、時間をかけて丁寧に知ることが重要です。

3Point

３７ ３８２．罪を犯した障がい者・高齢者の支援について～福祉施設で直接受け入れ～ ２．罪を犯した障がい者・高齢者の支援について～福祉施設で直接受け入れ～



通常の障がい者への支援

福祉的支援�

＝

窃盗 面談・尿検査
強制力・阻止力
面談・尿検査
強制力・阻止力

医療的支援
面談

医療的支援
面談

ピアカウンセリングピアカウンセリング

援護の実施責任
意識づけ
援護の実施責任
意識づけ

職場実習・雇用先職場実習・雇用先

薬物に関する講習会開催薬物に関する講習会開催 障害程度区分の見直し障害程度区分の見直し

処遇の助言処遇の助言講話（犯罪について）講話（犯罪について）

器物破壊

覚せい剤

詐欺

わいせつ

罪を犯した障がい者

受け入れた施設

社会的ルールの逸脱という通常の障がい者とは
異なるニーズへの支援

保護司

行政（地方自治体）

保護観察所

警察

医療（精神科医）

保護観察所

市町村（行政）医療（精神科医）

警察

自助グループ

協力雇用主

福祉

司法

刑
期
終
了

更生へ

福祉による個別支援
計画とエンパワメント

警察・保護司
等の監視によ
る抑制

矯正、更生・保護の社会資源の活用

罪を犯した障がい者・高齢者と一般の利用者の最大の違い

である「社会的ルールの逸脱」という点には、福祉以外の社

会資源を活用して支援することも大切です。

特に社会的ルールの逸脱に対しては、強制力や抑止力とい

う一定の拘束力をもつ司法サイドの資源が有効になります。

また、「罪を犯さない」という意識づけでも、担当職員、

保護司、保護観察官と、関わりに濃淡をつけ、外部の力を借

りることでより大きな効果が期待できます。

「拘束」から「エンパワメント」へ

仮出所期間は一定の拘束力があり、利用者自身も罪の意識

が高い期間です。「拘束」（司法の力）があるこの期間を訓練

導入期として活用し、「エンパワメント」（福祉の力）へ、切

り替えを行えるかが、支援のポイントとなります。

罪を犯した障がい者・高齢者の支援のまとめ

福祉以外の社会資源との連携
罪を犯した障がい者・高齢者の支援にあたっては、福祉以外の社会資源を活用して支えることも大切です。

4Point

３９ ２．罪を犯した障がい者・高齢者の支援について～福祉施設で直接受け入れ～



support 1

保護観察所からの支援

仮出所（仮退院）の方は、矯正施設から保護観察所の監視
下へ移ります。仮出所（仮退院）の方へは、面談や覚せい剤
使用の方への尿検査等を実施していただき、意識づけにご協
力いただけます。
また、支援で困った時は相談が可能です。環境調整で知り

えた範囲でアドバイスいただけます。

● 面談や尿検査を実施。（回数や面談の内容は要相談）
● 処遇で困った際の相談。

お問い合わせ先 参考資料Ｐ６３を参照

support 2

保護司からの支援

保護司とは、法務大臣から委嘱された非常勤の国家公務員
です。保護観察官と協力して保護観察に当たるほか、本人が
刑事施設や少年院から社会復帰を果たした時、スムーズに社
会生活を営めるよう、帰住先の生活環境の調整や相談を行っ
ています。
仮出所（仮退院）の人は、定期的な保護司の方との面談が

義務付けられています。社会的信望の厚い方々が選ばれてい
るため、つかれている職業、これまでの知識・経験や特技等
に応じた、本人への説諭をしていただけます。
利用者も保護司だけは、自分を理解してくれる人という認

識があり、信頼関係づくりがとてもスムーズにできます。

● 本人への説諭。

お問い合わせ先
全国保護司連盟
http://kouseihogo-net.jp/h3/h3_1.php

support 3

行政（都道府県・市町村）からの支援

● 罪を犯した障がい者・高齢者は、現在の障害程度区分の
判定に社会のルールが守れない反社会性が反映されにく
いため、中度・軽度の方が多い状況です。受け入れてか
ら手厚い支援を必要としている場合は、程度区分の見直
し調査を依頼します。

● 生活保護の受給者には担当のケースワーカーが付きます
ので、定期的な面談で自立に向けての意識付けを依頼し
ます。

support 4

警察からの支援

● 問題行動があった場合の意識づけ（警察署にての対応）
の協力が得られます。

● 定期的に来訪していただき講話を依頼することができま
す。（性犯罪や窃盗について等、講話の内容はある程度
こちらから指定できます）

support 5

医療（精神科医）からの支援

● 支援にあたり、心理的な状況（発達障がい、性格の偏り、
物事の捉え方に特有のものがないか等）を臨床的に把握
するために、心理判定等を依頼することは、アセスメン
トに有効です。

● 覚せい剤に関しての職員への講習会開催
● 対象者の必要に応じての定期的な診察、カウンセリング、

意識づけ
● 必要に応じての医療支援（入院等）

support 6

協力雇用主からの支援

犯罪や非行を犯した人の立ち直りには就労し、生活の安定
を図ることが重要です。２００７年の調査では、有職者の再犯率
に７．１％に対して、無職者の再犯率は３７．０％となっています。
しかし、こうした人々は、その前歴ゆえに定職につくことが
容易ではありません。
協力雇用主とは、犯罪や非行歴のある人を差別することな

く、積極的に雇用し、その立ち直りに協力する民間の事業者
です。現在、全国に約６，６００の協力雇用主がいます。

● 刑務所出所者等の職場体験講習の受け入れ。

● 刑務所出所者等の雇用。

お問い合わせ先 保護観察所（参考資料Ｐ６３を参照）

support 7

自助グループからの支援

同じ問題を抱えて悩んでいる人々が一堂に会して、自らの
問題を率直に語り合い（体験談）、傾聴し合うことによって、
お互いに癒され、励まし合って、問題を解決して行こうとす
る集まりを「自助グループ（Self Help Group）」といいます。
依存症の場合は、同じ症状を持つ者同士のピアカウンセリ

ングが効果的です。

● 当事者同士のカウンセリング

お問い合わせ先 一部お問い合わせ先

全国ダルク（薬物依存） http://www.yakkaren.com
社団法人全日本断酒連盟（アルコール依存）０３‐３８６３‐１６００
http://www.dansyu-renmei.or.jp/

４０２．罪を犯した障がい者・高齢者の支援について～福祉施設で直接受け入れ～



3
罪を犯した障がい者・高齢者の支援について�

～更生保護施設「虹」での受け入れ～�

IQ相当値（CAPAS）�

IQ69以下の者の退所先�

49以下　13人�

社会福祉施設 1人
持ち家7人�

50～59　27人�

60～69　�
51人�

70～79　80人�

80～89　95人�
90～99 63人�

100～109　23人�

110以上 5人�

不詳 122人�

民間賃貸9人�

社宅・寮　17人�

親戚・知人13人�

ウィークリー�
マンション 2人�

簡易宿泊所�
カプセルホテル 1人�

病院 1人�

その他 3人�

矯正施設の中に障がい者・高齢者が多く存在するという厚生労働科学研究での研究結果をふまえ、出所
後の「受け皿」にあたる更生保護の分野でも改革が進められました。
その一つが社会福祉法人やNPO法人による更生保護事業への参入です。社会福祉法人が運営する初

の更生保護施設としてコロニー雲仙が２００９年４月から開所した「虹」（長崎県雲仙市）の取り組みから、更生
保護施設における罪を犯した障がい者・高齢者の支援の流れを説明します。

更生保護施設における罪を犯した障がい者の実態

厚生労働科学研究の調査では、２００６年９月に全国の更生保

護施設１０１か所を退所した４７９人の内、潜在的に知的障がいを

有すると思われる者は１９．１％の９１人でした。その中で福祉施

設が移行先だった者は１人に留まっています。（『厚生労働科学

研究報告書 罪を犯した障がい者の地域生活支援に関する研究』）

６か月以内での退所が義務付けられている更生保護施設で

は、短期間で就労自立が可能な人が優先され、長期利用にな

りやすい知的障がい者や高齢者の受け入れは消極的な傾向に

ありました。また受け入れたとしても、福祉サービスの知識

や関係機関との連携が不足しているため、「福祉の支援ニー

ズ」を汲み取り自立まで導くことが困難でした。前記の移行

した１人も身体障がいがあり、「福祉の支援ニーズ」に応え

た者ではありませんでした。

この様な実態を踏まえ、更生保護施設検討委員会では、満

期出所者３０，０００人の内、出所後に福祉的な支援が必要な高齢

者・障がい者は１，０００人と試算しています。（法務省保護局第１２

回更生保護施設検討会資料）

● 更生保護施設「虹」の概要 …………………………………………………………………４２

● 支援の実績 …………………………………………………………………………………………４２

● 支援の流れ …………………………………………………………………………………………４３

● 各機関との連携……………………………………………………………………………………４３

事例 4 Ｄさん 更生保護施設で受け入れ 日中は福祉を利用 ……………………………………４５

● 司法と福祉の更なる連携に向けて …………………………………………………………５１

４１ ３．罪を犯した障がい者・高齢者の支援について～更生保護施設「虹」での受け入れ～



（内女子4人）
合計 18人

受け入れ

更生保護施設「虹」�

20歳未満  2人
（女性1人）

20歳～29歳  2人

50歳～59歳  1人
（女性1人） 

70歳～79歳 1人

60歳～69歳
 7人 30歳～39歳  3人

（内女性2人）

40歳～49歳  2人

60歳以上は8人 44　%

高齢 6人（33%）

高齢・障がい
 2人（11%）

障がい 
9人（50%）

その他　1人（6%）

49以下  7人
（40%）

50～59  1人（5%）

60～69  3人（17%）

その他 4人
（23%）

不明 1人（5%）

90～ 1人（5%）

70～79 1人（5%）

IQ69以下の者

62　%

必要なし 4人 22%  病院受信回数 のべ99　回�

（内2人が要介助）�

 一人平均 5.5　回�

 投薬 12　人�
病院受診の�
必要あり　14人�78　%

更生保護施設「虹」事業所概要

■ 更生保護施設「虹」の概要
社会福祉士の配置から「虹」開所へ

厚生労働科学研究の研究成果を踏まえ、�社会福祉法人

等の更生保護事業への参入、�矯正施設や更生保護施設へ

の社会福祉士の配置、�PFI 刑務所内の特化ユニット（精

神や身体に障がいを抱える人

の処遇を担当）の設置等、出

所後の進路を想定しての様々

な改革が行われました。

このような中で、２００９年４

月、社会福祉法人による初の

更生保護施設「虹」が開所し

ました。

福祉の支援ニーズ」に応える５つの特徴

１．社会福祉法人が設置した初の更生保護施設。
２．特別調整（Ｐ５参照）を対象とする「高齢又は障害により特に自立が困難な矯正施設出所者等を保護する

更生保護施設」の指定施設。
３．同法人内の福祉事業所との連携により、「福祉の支援ニーズ」に応える。
４．閉所した入所施設を更生保護施設に転用。
５．罪を犯した障がい者の「つなぐ」役割を担う長崎県地域生活定着支援センターとの連携。

■ 支援の実績（２００９年４月２日～１１月１４日）

「高齢又は障害により特に自立が困難な矯正施設出所者

等を保護する更生保護施設」の指定施設

所在地 長崎県雲仙市瑞穂町古部甲２５０４

設置年月日 ２００９年４月２日

定 員 ２０名 男子１０名（成年男子８名、少年男子２名）

女子１０名（成年女子９名、少年女子１名）

職 員 現員５名（内保護司２名、社会福祉士１名）

沿 革 ２００９年３月３０日

法務大臣より更生保護施設の認可を受ける

４月１日 同認可受理

４月２日 更生保護施設「虹」開所

自立訓練（生活訓練）を利用
した体力づくり

年齢 障がい者・高齢者の割合

注１ 「高齢者」とはおおむね６５歳以上で特
別調整と認定された者。

注２ 「障がい者」とは障害者手帳（療育手
帳・身体障害者・精神障害者）所持者。

注３ 「高齢・障がい者」とは障害者手帳を
所持し、６５歳以上の者。

IQ 相当値（CAPAS） 医療的ケア度

注１ 病気の内訳は、高血圧が５人、Ｃ型肝炎が３人、その他胆石、白内障、緑内障、
肝臓腫瘍疑い、胃癌再発疑い、椎間板ヘルニア、肝硬変、関節炎、アキレス腱
断裂後遺症等が１人ずつ。

注１ その他は IQが判明している者。IQは
次の通り、IQ５７、IQ５８、IQ６９、IQ４３。

４２３．罪を犯した障がい者・高齢者の支援について～更生保護施設「虹」での受け入れ～



NPO長崎県地域生活定着支援センターとの連携�

対象者の選定から移行先の調整まで、NPO長崎県地域生活定着
支援センターと連携して支援を行います。本人の特性を理解した担
当者が継続して関わることで、切れ目のない「つなぐ」支援が提供出
来ます。

刑期終了日と福祉事業所の利用開始までに福祉の手立てが整わ
ず「タイムラグ」が生じることがあります。こういった「更生緊急保護」
（※）の対象者となる、出所後すぐに帰住先のない人がシェルターと
して利用しています。

近隣には同法人による福祉サービス事業所をはじめ多くの事業所
が展開しているので、在所中から見学や体験利用を行っています。
また、事業所単位では、SST（生活技能訓練）も合同で開催していま
す。
このような福祉との連携は、早期から福祉サービス利用に向けたト

レーニングを実施できるだけでなく、福祉事業所と共同して手厚い医
療支援を行えるという点でも有効です。

合同支援会議

旅立ちを祝う会

にんにくの選別の
実習

N
P
O
長
崎
県
地
域
生
活�

定
着
支
援
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長
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●　状態の把握

●　状態の把握

●　見学・体験利用
●　帰住先に合わせた福祉事業所の利用

●　見学・体験利用
●　グループホーム・ケアホームでの実習

生活の場

日中活動 更生保護施設�

更生保護施設�矯正施設�
（刑務所、少年院等）�

保
護
観
察
所�

保
護
観
察
所�

更生保護施設「虹」�更生保護施設「虹」�

法人内外福祉事業所

●　移行先での実習

●　移行先での実習

移行先福祉事業所

受け入れ準備� 各種トレーニング� 移行・アフターフォロー�移行準備�アセスメント�アセスメント�

●　合同支援会議

●　面談・受け入れの決定
●　必要な福祉的支援の準備

●　信頼関係づくり
●　健康診断
●　個別支援計画の作成

●　福祉事業所の見学・体験利用
●　SST（生活技能訓練）
●　就労トレーニング（地域事業所での実習）
●　生活トレーニング（グループホーム・
　　ケアホーム等での実習）

●　移行先決定

●　移行先での生活実習

（移行先の関連機関との打ち合
わせと調整）

●　次のステップへの旅立ちを祝う会
●　移行先との連携

個別支援計画

・どこで生活するか?
・どんな日中活動を行うか?
・一般就労が可能か?
・必要な福祉的・医療的
支援は何か?

関連機関との合同支援会議 関連機関との合同支援会議

日中系事業所� 日中系事業所�

グループホーム・ケアホーム�グループホーム・ケアホーム�

シェルターとしての機能�

生活は「司法」の制度、日中は「福祉」の制度を利用�

※　更生緊急保護
身よりがなく、自身での改善更生が困難な人を対象に、
更生保護施設への入所を希望する人に対して、最
長6か月間の保護観察所の委託により、更生保護
施設へ入所できる制度。

移行先福祉事業所
との契約�
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N
P
O
長
崎
県
地
域
生
活�

定
着
支
援
セ
ン
タ
ー�

＜正式利用＞

6か月以内で移行先へ

「おかえりなさい」
で迎える

更生保護施設「虹」�更生保護施設「虹」�

保
護
観
察
所�

矯
正
施
設�

矯
正
施
設�

一般

あっせん

支援

職業面

職業能力評価

トレーニング

高齢者

障がい者

就労・生活�

福祉サービス�

就労・生活�

障害者職業センター�

地
域
生
活
定
着
支
援
セ
ン
タ
ー�

ハローワーク�

連携

障害者就業・生活支援センター�

ハローワーク�

包括支援センター�

相談支援事業所�

SST（生活技能訓練）の指導

発達障害者支援センター�

医療機関�

・女性会
・BBS

・保護司会
・協力雇用主
・その他

支援

支援団体�

■ 支援の流れ
福祉との連携により司法から福祉のスタートにバトンをつなぐ

■ 各機関との連携

４３ ４４３．罪を犯した障がい者・高齢者の支援について～更生保護施設「虹」での受け入れ～ ３．罪を犯した障がい者・高齢者の支援について～更生保護施設「虹」での受け入れ～



刑務所  福祉事務所
　（他県）

2008年10月

受け入れ準備

面会5回　合同支援会議4回
　　　　　　（個別に協議5回）

導入・アセスメント期 個別支援計画の作成・実施期 移行支援準備期

2009年6月 7月 9月

：

： /

＝

職員

更生保護施設
担当職員

Dさん 更生保護施設
担当職員

Dさん

職員

他利用者

：

：

本人のニーズ�

4事例�

：

他県福祉事業所

就労継続支援A型

日中活動

グループホーム

生活の場

生活環境づくり

●喫煙室を設け、火気の取扱い、約束事を

設定。

●危険物の取り扱いの徹底、必要時に渡す

ように整理する。

受け入れ

●
更
生
緊
急
保
護
で
の
受
け
入
れ
。

●
他
の
福
祉
施
設
へ
の
移
行
準
備
が
整
う
ま
で
の
シ
ェ
ル
タ
ー
と
し
て
更
生
保
護
施
設
を
利
用
。

更生保護施設 ケアホーム

（長崎県雲仙市） （長崎県島原市）

定員：２０名（男女混合）
職員：２名

福祉との併用

日中活動及び、生活の一部は福祉事業所
を併用して利用。本人の福祉的ニーズに
マッチした支援が可能になる。

移行先

年齢（受け入れ時） ３０代

IQ ４６

療育手帳 あり（Ｂ１）

罪 名 建造物侵入、窃盗

刑 期 懲役１年１０か月

入所度数 初入

出所形態 身元引受人がいないため
満期出所。

就職して、
母と子供と生活
したい。

更生保護施設で受け入れ、
日中は福祉を利用。
出身地の福祉施設へ
橋渡しを行う。

更生保護施設 就労継続支援Ｂ型 契約 就労継続支援Ｂ型

（長崎県雲仙市） （雲仙市） （長崎県島原市）
定員２０名 職員４名 定員１０名 職員４名

定員：５名（男女混合）
職員：１名（ケア職員付き）

導入・アセスメント期 個別支援計画の作成・実施期 移行支援準備期

環境の変化にともなう不安を軽減するように積
極的なコミュニケーションをはかりラポート作り
を行う。
更生保護施設職員とマンツーマンで日中生活を

ともにすごし、行動特性の把握を行う。
特性と今後の進路を考え、どの日中系の福祉サー

ビスにつなげるか検討。様々な福祉事業所の見学
を行う。

福祉サービスの見学・体験実習を経て本
人が納得して福祉サービスの選択をしてい
く。
見学体験実習においては、職員が引率し、

環境になれるまで仲介をする（少しずつ支
援の手を引いていく）。
人間関係の形成を重点的に支援（キー

パーソンの見極め）。

移行先（他県）状況を想定し、グ
ループホームでの実習を開始するこ
とで、円滑に移行していくための支
援を行う。
移行先での見学を実施し、移行後

のイメージを持ってもらう。

日中活動

職員配置

Ｄさん 更生保護施設
担当職員

通常の職員配置

活動内容 ●施設内での活動

●他の利用者との交流
●野菜の収穫、植え付け
●８時間働ける体力をつける
●基本的な就労習慣を身につける

●一般事業所（養鶏場）での集卵・液
卵作り

生活の場

職員配置

Ｄさん 更生保護施設
担当職員

Ｄさん 年齢性別共に
様々な職員が関わる

通常の職員配置

生活支援
●基本的な生活習慣の見極め
●様々なレクを企画
（社会勉強＋ラポート作り）

●課題に対する改善指導
●自主性を引き出し、余暇の過ごし方を支援。

●地域社会のルールに沿って生活してい
けるよう支援する。

キーパーソン
移行先の福祉事業所の施設長

矯正施設入所中より２度面接し、本人を受け入れる準備があるから、
その準備が整うまで更生保護施設にいて欲しいとの一言に本人は非常
に感謝していた。移行先の福祉事業所の職員との関わりがあることに
よって、更生への意欲が高まったと思われる。

Ｄさん

まち郊外の丘陵 住宅街

４５ ４６３．罪を犯した障がい者・高齢者の支援について～更生保護施設「虹」での受け入れ～ ３．罪を犯した障がい者・高齢者の支援について～更生保護施設「虹」での受け入れ～



Ｄさん

等
級

死亡

本人兄兄兄兄

4事例� 更生保護施設で受け入れ、日中は福祉を利用

アセスメント表

氏名 男・女
障害

基礎年金
有・無 １級・２級・申請中

療育手帳 有・無 Ｂ１ 番
号 精神手帳 有・無 等

級
番
号

身体手帳 有・無 等
級

番
号 IQ相当値 ４６ 障害程度区分 ４

家
系
図

住
宅 住居なし

経
済
状
況

家
庭
状
況

父は本人が２０歳の時病死。本人に結婚歴はないが子供は１人。子供は農業手伝い先の男性との間に生まれた。子供は生まれて
すぐに助産婦が手続きをしてくれて施設に入所している。本人は家族性の障がいを疑われる。家族は現在入所施設や音信不通
であったりと離散状態。帰る家や頼る家族がいない。

犯罪面

罪名 建造物侵入、窃盗
刑名
刑期

懲役１年１０か月 刑期
○○○○年×月～
○○○○年×月

受け入れ日 ２００９年５月 入所度数 初入 再犯期間

犯罪の概
要及び動
機・原因

母の年金と兄の障害基礎年金で生活していたが生活費が足りなくなったので、住宅に侵入し現金を窃
盗している。（合計７２，０００円）

犯罪性の
特徴

生活苦による現金盗み

非行・
犯行歴

１９９３年 母の年金（２か月で６万）と兄の障害基礎年金（２か月１３万円）で生活していたが２か月目
には足りなくなり住居侵入
→罰金を支払っている
２００４年 近所の電器ショップへ現金盗→執行猶予 その後本件に至り実刑

中毒

中毒の有無（有【種類： 】・無）

特
記

反社会的
集団との
関係

反社会的集団との関係（有・無）

特
記

住居は廃墟状態にあり、母が住む地元への帰住を
希望する。

地域生活定着支援センターの支援で、矯正施設入所中
に療育手帳取得。
これまで福祉の支援の経験なし。

４７ ３．罪を犯した障がい者・高齢者の支援について～更生保護施設「虹」での受け入れ～



：

ねらい
留意点

ねらい
留意点

以前一人で就職活動を行ったが仕事が見つからな

かった為、今後は福祉のサービスを受給しながら自立

していく事を希望している。しかし、福祉サービスが

どういうものか経験も無い為、福祉のサービス自体を

学習する必要があった。まず、移行先の福祉事業所へ

円滑に移行できるよう、法人内の日中活動事業所の見

学を行う。

自立訓練、就労移行支援、就労継続支援Ｂ型の４か

所の体験実習を実施。本人の特性から短期間で環境に

なれる事が困難と判断し、更生保護施設職員も実習に

入った。その間は、どのような特性があるか、どのよ

うな課題があるかを見極めていった。

本人の意思を尊重するようにサポートした。

体験実習を通して、スムーズな自己選択が

できた。体験実習では、更生保護施設職員

以外の目線も入るので本人の特性や課題を把握する上

で効果的であった。

職員と一緒に日課を行いながら、本人の基本的な生

活習慣を把握することに努めた。また、本人の心の壁

を取り除き、ラポートを形成していく為に、家庭的な

雰囲気作りに努めた。

これまで「楽しみ」というものを味わったことがほ

とんどなく、まず余暇の充実に取り組んだ。季節を楽

しむため蛍見学、温泉めぐり、苔や木々を使ったイン

テリアの作成、地域活動への参加（納涼祇園祭）等、

回数を重ねるごとに笑顔が増え、自発的な発言も見ら

れるようになった。

対人関係や反社会的行動等の特徴について

は時間をかけて観察していく必要があった。

福祉事業所の見学と体験実習を実施 更生保護施設の生活に慣れる

支援の流れ

導入・アセスメント期 個別支援計画の作成・実施期 移行支援準備期

矯正施設入所中に療育手帳を取得しており、これまで福祉とは縁の無い生活を送ってきたため、福祉サービスに慣れる
体験実習と本人の把握に努める。

事 業 所 職 員 配 置 活 動 内 容

日中活動

更生保護施設
（長崎県雲仙市）

定員２０名
職員４名

●施設内での活動

生活の場

Ｄさん 更生保護施設
職員 ●基本的な生活習慣の把握

●様々なレクを企画
（社会勉強＋ラポート作り）

職員の思い�

更生保護施設としての初入所者であり、職員としてどのような対応をしていけばいいか、不安が尽きなかったが、

本人を前にしてそのような不安はなくなった。このような人がどうして刑務所にいるのかと疑うようだった。受け

入れてこれまで日々の生活に追われ、自分の将来に対する夢や人生の楽しみ等について考えることも無く、知的に

障がいがあることを知らず、福祉と疎遠だった人生が如何に大変だったかを痛感した。二度と矯正施設に行くこと

がないよう支援していきたいと感じた。

期間：２００９年５月～６月

４８３．罪を犯した障がい者・高齢者の支援について～更生保護施設「虹」での受け入れ～



＝

職員

更生保護施設
担当職員

Dさん 更生保護施設
担当職員

Dさん

職員

他利用者

： /

ねらい
留意点

これまでの失敗経験の多さからか、苦手とする事への抵抗感が強かった。その為、個別支援計画の内容に対し
て嫌な顔をした。何故必要なのか、くり返して説明した。必要性を理解し、支援を受け入れた。

本人の希望である就職と移行先の福祉事業所の利用

を想定し、就労継続支援Ｂ型と契約した。

体験実習を通して見えてきた、�８時間働ける体力

をつける事、�基本的職業習慣を身につける事を就労

継続支援Ｂ型職員に申し送り、重点的に指導をお願い

した。更生保護施設職員も定期的な巡回を行い、課題

の改善を把握した。

基本的生活習慣は確立しており、施設内ではほぼ自

立して生活できていた。

課題として次の３つが見えてきた（①困ったり、不

安になった時、自分から相談できるようになる。②女

性らしさを身に付ける。�食事を自炊できるようにな

る）。

①については、適時、相談に来ることの大切さにつ

いて話をした。②については、日々の生活の中での指

導と合わせ、職員同行で休日に買い物に行き、女性ら

しい服装、身だしなみについて指導を行った。�につ

いては、休日に自炊をした。メニュー決めから、食材

の購入リスト、購入額と予算との関係の説明、調理実

習を繰り返し行い、本人の苦手とする金銭管理や調理

の学習を進めた。余暇活動は継続して実施した。

３つの課題点の克服を目指す

4事例� 更生保護施設で受け入れ、日中は福祉を利用

就労継続支援Ｂ型で就労の基礎を

導入・アセスメント期 個別支援計画の作成・実施期 移行支援準備期

体験実習で出て来た課題点と今後の進路を踏まえ、日中は就労継続支援Ｂ型、夜間は自立に向けた改善を行う。

事 業 所 職 員 配 置 活 動 内 容

日中活動

就労継続支援Ｂ型
（雲仙市）

定員２０名 職員４名

●他の利用者との交流
●野菜の収穫、植え付け
●８時間働ける体力をつける
●基本的な就労習慣を身につける

生活の場

更生保護施設
（雲仙市） Ｄさん 年齢性別共に

様々な職員が関わる

●課題に対する改善指導
●自主性を引き出し、余暇の過ごし方
を支援。

職員の思い�

更生保護施設での生活は有期限となるが、その間、多くの人と接し、人間関係が広がるよう心掛けた。日中活動、

更生保護施設での生活だけではなく、施設周辺の様々な社会資源を活用し、様々な体験をする中で、本人の心が成

長し、社会へ適応していく力を養っていくことを感じた。

期間：２００９年６月～９月

４９ ３．罪を犯した障がい者・高齢者の支援について～更生保護施設「虹」での受け入れ～



：

：

ねらい
留意点

1 日中は福祉事業所、生活は更生保護施設（途中からは福祉事業所）という、福祉と司法をまたいでの利用だった。
矯正施設出所後、即福祉サービスへの移行が理想ではあるが、福祉サービス移行の手立ての手続きが途中であった
り、福祉施設の受け入れにあたっての不安を軽減し、ゆるやかに福祉へつなげていく為にも、一時本人を更生保護
施設で預かり、本人の社会内での行動特性を把握した上で、受け入れを検討していく方法は福祉サイドにとっても
メリットは大きい。

移行先の福祉事業所がグループホームでの受け入れを了承したことで、グループホーム体験実習を行った。受け入
れ先は街の中にある、比較的自由なグループホームという事で、それを想定し実習を依頼する。最低限のルールは守っ
てもらいながら、それ以外は職員の関わりをできる限り控え、本人の自主性に任せた。４泊５日の実習だったが、よ
い評価で実習を終える事ができた。

移行先を想定し、日中活動・生活の両面にわたり、その環境に慣れていくように支援をする。更生保護施
設職員は徐々に支援の手を引いていく。

移行先福祉事業所の内諾を得たことでグループホーム実習へ

導入・アセスメント期 個別支援計画の作成・実施期 移行支援準備期

移行先福祉事業所（他県）の内諾を得たことで移行支援準備期に入る。移行を想定しての実習を行う。

事 業 所 職 員 配 置 活 動 内 容

日中活動

就労継続支援Ｂ型
（長崎県島原市）

定員１０名 職員４名
通常の職員配置

●一般事業所（養鶏場）での集卵・液卵作り

生活の場

ケアホーム
（長崎県島原市）

定員５名（男女混合）
職員１名（ケア職員付き） 通常の職員配置

●地域社会のルールに沿って生活していけるよう
支援する。

職員の思い�

Ｄさんが更生保護施設で過ごした数か月間。短い期間ではあったが、本人が移行日前日の送別会に涙と共に見せ

た表情は本当に幸せそうだった。矯正施設時での面接では決して見せる事がなかった表情だった。数か月という短

い期間だったが、自分の将来に希望を見出せた事は非常に良かったと思う。

移行先での最後の別れでは大粒の涙と共にお世話になったことの感謝の気持ちを示してくれた。更生保護施設職

員としても、支援できたことを誇りに思い、今後のＤさんの人生が幸せであるようにと心から思った。

期間：２００９年９月～

支援のまとめ

５０３．罪を犯した障がい者・高齢者の支援について～更生保護施設「虹」での受け入れ～



① 「福祉になじむ」：福祉サービス利用（日中）

② 「選択」：受け入れを検討している事業所を本人が見学

⑤　受け入れ事業所のグループホームでの実習

③ 受け入れ事業先が住まいをがグループホームに決定

更生保護施設�

移行先

④　受け入れ先事業所に合わせた「グループホーム体験実習」

グループホーム�

出口を見据えた�
段階的な福祉の利用で�
本人のニーズを引き出す�

個
別
支
援
計
画�

モ
ニ
タ
リ
ン
グ�

Dさん�

■ 司法と福祉の更なる連携に向けて
更生保護における「司法」と「福祉」の連携は、制度がスタートしたばかりということもあり、機能するには時間が

かかると思われます。「虹」の実践を通して、罪を犯した障がい者・高齢者の支援にあたっては、社会福祉法人が運営す

る更生保護施設が、これまで不足していた福祉的ニーズを提供できるという点で、有効であることが分かってきました。

次の二点からの理由からも、このような取り組みが全国的に広まっていくことが望まれます。

司法から福祉サイドへのソフトランディングによる福祉側の不安の軽減と円滑な地域移行

福祉施設にとって、矯正施設から直接対象者を受け入

れることは、犯罪という特殊性や、入手できる個人情報

の少なさという点でも、不安を伴う場合があります。

「虹」では受け入れ後、福祉経験のある職員が福祉の

視点で状態を把握し、個別支援計画を作成します。また

帰住先に合わせて、日中と生活の福祉事業所を利用する

ことで、刑務所という特別な環境からふつうの場所での

生活へ慣らしていきます。

更生保護施設というクッションが加わることで、司法

から福祉へのソフトランディングが行え、受け入れ福祉

施設も対象者を安心して受けられることが出来ます。

入所型施設の転用と福祉のスケールメリット

更生保護施設「虹」は、地域のグループホームやケアホー

ムへの移行によって空き施設となった入所型施設（定員５０

名）を、更生保護施設に転用しました。

このような入所型施設の転用は、建設に多額の資金を要

しないことと、医療支援を含めた福祉的支援のノウハウを

持つ職員が支援できることや、付随する福祉事業所を利用

できるという点で有効です。

本人との面会で不安を軽減

受け入れに際して、罪名や書面だけでは、かなり不安
があった。実際に面会に行き、本人の状況と犯行に到っ
た背景が分かったら、この人だったら支援ができると判
断できた。やはり実際に本人に会うことが、受け入れの
決め手となった。
また実際に受け入れ後の印象も、他の利用者とまった

く変わらない利用者の一人というイメージである。

Ｄさんが利用している福祉事業所 管理者

３．罪を犯した障がい者・高齢者の支援について～更生保護施設「虹」での受け入れ～５１



排除から包み込む社会へ、そして幸福づくりへ
私達は、物事に対して「知らない」「わからない」という理由で何らかの不安や抵抗を覚える

ものです。ましてやそれが「刑務所」「受刑者」であれば、悪いイメージだけが先行し、なおさ
ら拒否や排除の心理が働くということは、一般的に当然のことかもしれません。
私自身も３年前まではそうでした。しかし厚生労働科学研究の実践を通して、たくさんの刑務

所の中の実態を見たり、聞いたり、そして直接福祉的支援をさせていただく中で、その「不安」
や「怖い」というイメージは完全に払拭され、「支援を必要としている人達」という気持ちに変
わっていきました。福祉的支援があれば、環境さえ整えれば何も再犯を繰り返さずに済んだ人達
だということです。

「犯 罪 」 の 裏 に あ る も の を 見 つ め る

この罪を犯した障がい者・高齢者の方々に決定的に共通して言える事が『家族に恵まれていな
い』『家庭崩壊』『孤独』という点です。幼い頃の親の離婚、貧困、虐待、放任、無教育等の劣悪
な環境と孤独感の中で、食べていく為に必死に生きてきた人達です。
そして、これまで福祉の支援が届かなかった人達です。
また、私達は「犯罪」と聞くと、「誰が」「何をしたのか」という表に現れるものだけに気をと

られ、裏に隠された部分までしっかり見ようとしないところもあります。即ち、前面に出る罪名
や前科に注目し、罪を犯した時の背景や要因、動機等をあまり深く追求しない傾向にあります。
この背景や要因、そして成育歴等を見ると、個人だけの問題ではなく、家庭や地域社会に起因し
ているように考えてしまいます。であれば、これは私達の問題、社会の問題として取り上げなけ
ればなりません。「再犯」「累犯」というのは結果的に私達に跳ね返ってくる、解決しなければな
らない大きな課題であったと言うことができます。

「福 祉 」 と い う 名 の 隔 離 で は な く

ある県の福祉関係者からこういう事を聞いたことがあります。
「こんな人達は、専用の施設を作らないと、どこも受け入れてくれないと思う」「地域生活定着
支援センターの設置の前に専用の施設を作るのが先ではないか」と。刑務所と同じように隔離す
るということです。そこには罪を犯した人達への全人間性の否定があると思います。それは排除
そのものです。また、福祉の専門家と言われる人達は「リハビリ」「療育」などという専門用語
を並べて、その対象者として入所施設での受け入れを最優先に考えているところもあります。こ
れも本人不在の専門職が陥る自己満足的な福祉という名の隔離ではないかと考えます。
この罪を犯した福祉の支援を必要とする人達は、そんな福祉の細かい専門的、技術的な小手先

とも言える支援を望んでいないように思います。それよりも日々の暮らしの中での「共感」とか
「寄り添う」姿勢とかを最も尊重しなければならないと考えます。

「ふ つ う 」 の 場 所 で 心 の バ リ ア を 溶 き ほ ぐ す

私達は「安心」「安全」という最近の言葉から「排除」「隔離」へと意識が向かっていないか検
証してみることも大切だと思います。一部ではなく、誰にとっても「安心」「安全」であるべき
です。
地域生活定着支援センターで最も力を入れているのが「受け皿」の確保です。そのステージは、

入所施設ではなく、できるだけグループホーム等の地域の中に求めています。
一般的に考えれば、刑務所を出所した「特別な人」かもしれません。そう考えてしまうのがあ

る意味、普通とも言えます。ただこれは、本人の生まれ育った環境が福祉に届かず「特別」の状
況下にあったと言えます。それによって人間不信、孤独、自信がない、ひがみ、人から良く思わ
れたい（追従）等が悪循環によって重層的に蓄積され、一般社会からも見放された結果が、「犯
罪」だと思います。したがって、その受け皿としては再犯防止の管理的、隔離的な処遇ではなく、
「ふつう」の環境を重視し、地域生活を共に歩んでいけるソフト的な福祉サービスの提供を第一
として考えます。本人の、これまでの環境の中から出来上がってしまった心のバリアを溶きほぐ
してくれる環境とはどういう環境なのかをもう一度考えていきたいと思います。
このガイドブックがその受け皿作りの一助になれば、罪を犯した多くの人達の「幸福づくりが

一歩前に進むのでは」と願っております。

NPO 長崎県地域生活定着支援センター 所長 酒井龍彦

後記として

後記として ５２



１ フェイスシート（アセスメント）
� プロフィール

� 犯罪の状況

� 障がい・要介護の状態

� 福祉サービスの利用状況

� 医療状況

� 日常生活状況

� 社会性

� 性格・行動の特徴

	 学歴・施設利用歴・職歴・生活歴


 将来の生活設計

２ 関連機関一覧

資 料 集
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ふりがな 性 別
生年月日
（年齢）

年 月 日 （満 歳）
氏 名 男 ・ 女

本 籍

住民票
所在地

〒 連絡先
（電話番号等）

帰住予定
（希望）地

〒 帰住予定の
根拠（理由）

家

族

構

成

氏 名 続柄 生年月日 職 業 現 住 所 同居別

同・別

同・別

同・別

同・別

同・別

同・別

同・別

家
庭
状
況

家族の理解度
協力度

家庭の
経済状況

家庭の特殊事情
（障がいの有無等）

その他

身元引受人
後見人

氏 名 本人との続柄

現住所
〒

連絡先
その他

電話番号：

その他の支援者
援助者

取 扱 注 意

�プロフィール

参考資料� フェイスシート（アセスメント）

フェイスシート（アセスメント）
作成日 平成 年 月 日

記入者 （所属 ）

５４資料集



�犯罪の状況

罪 名
（非行名）

刑名

刑期

矯正
施設名

担当（窓口）

職員名

矯正施設
入所日

刑期
終了日

入所度数

犯
罪
の
概
要
及
び
動
機
・
原
因
（
生
活
状
況
）

犯罪性の
特徴

共犯者の
有無

状 況

再犯の
状況

前 科

過
去
の
非
行
・
犯
行
歴

反社会的
集団との
関係

５５ 資料集



�障がい・要介護の状態

要
介
護
の
状
態

介護保険の認定 有 ・ 無

知
的
障
が
い

ＩＱ 判定方法
判定日 年 月

要支援・
要介護認定
介護度 （期間 年 月 日～ 年 月 日）

ＩＱ相当値（CAPAS）
判定日 年 月

要介護の状況

療育手帳 有・無 判定等級
（次回 年 月）

障害程度区分
の認定 （期間 年 月 日～ 年 月 日）

身
体
障
が
い

障がいの部位

障がいの状況・程度
精
神
障
が
い

精神障がいの診断名

障がいの状況・程度

身体障害者
手帳

有 ・ 無 判定等級
精神障害者
手帳

有 ・ 無 判定等級
（次回 年 月）

その他の障がい等

※自閉症、広汎性発達障がい、ダウン症候群、てんかん、認知傾向、その他

年
金

有 ・ 無 年金の種類
年金の等級
支給額 等

生活保護 有 ・ 無
種類及び
支給額 等

その他の
福祉サービスの
利用状況

援護の実施

市町村

�福祉サービスの利用状況

※障がいが重複する場合は、該当するものをすべて記入する

５６資料集



�医療状況

身 長 � 体 重 �

視 覚

裸眼視力 矯正視力

右 （ ）

左 （ ）

血液型

聴 覚

てんかん
有
・
無

（種類）
（発作の状況）
（頻度）

喘 息
有
・
無

（状況）

口腔状態

虫歯（ 有 ・ 無 ）入れ歯（ 有 ・ 無 ）

（状況）

皮膚疾患
有
・
無

（状況）
食品・薬品
に対しての
アレルギー

有
・
無

（状況）

現
在
、
治
療
中
の
疾
病

疾 病 名 病院名（通院状況） 投薬・治療の状況 備 考

既
往
歴
・
主
な
病
歴

年 月 疾 病 名 症状・治療歴 病 院 名

※医療面で、特に留意すべき点

５７ 資料集



�日常生活状況

食 事

（自立・要確認・要介助） ※摂取量（拒食・普通・過食） 偏食 特別食の必要性 など

排 泄

（自立・要確認・要介助） ※失禁・夜尿の有無 程度 便秘・下痢の体質 など

睡 眠

（自立・要確認・要介助） ※睡眠の安定度 睡眠が浅い・寝つきが悪い など

入 浴

（自立・要確認・要介助） ※体洗い・洗髪の自立度 入浴の習慣 など

洗面

歯磨き

（自立・要確認・要介助） ※歯磨きの自立度 洗面の習慣 など

洗 濯

（自立・要確認・要介助） ※洗濯の自立度 洗濯の習慣 など

脱着衣

（自立・要確認・要介助） ※脱着衣の自立度 TPOに応じた服装 など

身辺整理

（自立・要確認・要介助） ※整理整頓 清潔感 身だしなみ など

※日常生活の中で、特に留意すべき点

※（ ）内の当てはまるものに○を付ける

５８資料集



�社会性

意思伝達

（自立・要確認・要介助） ※会話の能力 相談能力 意思を伝えようとするか など

言語能力

（読み）

（書き）

危険物の
理解度

（自立・要確認・要介助） ※火気類・刃物類・薬物類の危険の理解度 危険察知能力 など

金銭感覚
金銭管理

（自立・要確認・要介助） ※金銭価値の理解度 管理能力 計画性の有無 など

買い物

（自立・要確認・要介助） ※買い物を一人でどの程度できるか 節約型か浪費型か など

交通機関
の利用

（自立・要確認・要介助） ※交通機関を一人でどの程度まで利用ができるか

飲 酒

※飲酒習慣の有無・程度 アルコールの種類 など（過去の状況も含めて）

喫 煙

※喫煙習慣の有無・程度 など（過去の状況も含めて）

薬物依存

※依存性・習慣性の有無・程度 薬物の種類 など（過去の状況も含めて）

ギャンブル
依 存

※依存性・習慣性の有無・程度 ギャンブルの種類 など（過去の状況も含めて）

趣味

特技

※社会性の中で、特に留意すべき点

※（ ）内の当てはまるものに○を付ける

５９ 資料集



�性格・行動の特徴

性

格

（長所） （短所）

情緒の安定
気分の変容
興 奮

忍耐力
気分のむら
集中力

協調性
思いやり

依存心

集団生活

対人関係

※集団のルール 役割・当番等の意識 対人トラブル 交友関係 など

職業観

※職業意識 職業意欲 就労の希望 希望の職種 適性 など

性的モラル

※異性への関心度 性の抑制度 性的問題行動 特異な性癖 など

反社会的
行 動

※暴言 暴力 盗癖 放火癖 放浪癖 など

固執性
（こだわり）

６０資料集



�学歴・施設利用歴・職歴・生活歴

学

歴

・

施
設
利
用
歴

・

職

歴

年・月～年・月 学校名・施設名・職場名 状 況 ・ 特 記 事 項

・ ～ ・

・ ～ ・

・ ～ ・

・ ～ ・

・ ～ ・

・ ～ ・

・ ～ ・

・ ～ ・

・ ～ ・

・ ～ ・

※幼児期～学齢期～青年期～現在までの生活の状況 結婚歴 など

生
活
歴
・
結
婚
歴

６１ 資料集



�将来の生活設計

本人の意向

就労・日中活動面

生 活 面

利用希望の
福祉サービス

資格取得の要望等

その他の意向

本
人
の
意
向
に
向
け
た
課
題
整
理

就労・日中活動面

生 活 面

そ の 他

※その他、本人の状態を示す資料があれば添付してください。

６２資料集



参考資料� 関連機関一覧

地域生活定着支援センター

施 設 名 〒 所 在 地 電話番号

岩手県地域生活定着支援センター ０２１‐００２４ 岩手県一関市幸町８‐６ ０１９１‐４８‐３２０１

地域生活定着支援センターひまわり ４１０‐０３１２ 静岡県沼津市原１４１８‐４６（社福）あしたか太陽の丘 ０５５‐９６８‐１１２０

滋賀県地域生活定着支援センター ５２３‐０８９３ 滋賀県近江八幡市桜宮町２３５ ０７４８‐３４‐３６５５

和歌山県地域生活定着支援センター「ま～る」６４０‐８４１１ 和歌山県和歌山市梶取２１‐８ ０７３‐４８８‐７７３４

山口県地域生活定着支援センター ７５３‐００７２ 山口県山口市大手町９‐６ ゆ～あいプラザ 山口県社会福祉協議会内 ０８３‐９２４‐２８２０

佐賀県地域生活定着支援センター ８４９‐０９３５ 佐賀県佐賀市八戸溝１‐１５‐３ ０９５２‐９７‐８１７１

長崎県地域生活定着支援センター ８５２‐８１０４ 長崎県長崎市茂里町３‐２４ 長崎県総合福祉センター３Ｆ ０９５‐８１３‐１３３２

保護観察所
（２００９年１２月３１日現在）

施 設 名 〒 所 在 地 電話番号

● 北海道地方更生保護委員会 ０６０‐００４２ 北海道札幌市中央区大通西１２丁目札幌第３合同庁舎 ０１１‐２６１‐９９０７

札幌保護観察所 ０６０‐００４２ 北海道札幌市中央区大通西１２丁目札幌第三合同庁舎 ０１１‐２６１‐９２２５

函館保護観察所 ０４０‐８５５０ 北海道函館市新川町２５‐１８函館地方合同庁舎 ０１３８‐２６‐０４３１

旭川保護観察所 ０７０‐０９０１ 北海道旭川市花咲町４‐２２７２‐１５旭川地方法務合同庁舎 ０１６６‐５１‐９３７６

釧路保護観察所 ０８５‐８５３５ 北海道釧路市幸町１０‐３釧路地方合同庁舎 ０１５４‐２３‐３２００

● 東北地方更生保護委員会 ９８０‐０８１２ 仙台市青葉区片平１‐３‐１仙台法務総合庁舎仙台法務総合庁舎 ０２２‐２２１‐３５３６

青森保護観察所 ０３０‐０８６１ 青森県青森市長島１‐３‐２５青森法務総合庁舎 ０１７‐７７６‐６４１８

盛岡保護観察所 ０２０‐００２３ 岩手県盛岡市内丸８‐２０盛岡法務合同庁舎 ０１９‐６２４‐３３９５

仙台保護観察所 ９８０‐０８１２ 宮城県仙台市青葉区片平１‐３‐１仙台法務総合庁舎 ０２２‐２２１‐１４５１

秋田保護観察所 ０１０‐０９５１ 秋田県秋田市山王７‐１‐２秋田地方法務合同庁舎 ０１８‐８６２‐３９０３

山形保護観察所 ９９０‐００４６ 山形県山形市大手町１‐３２山形地方法務合同庁舎 ０２３‐６３１‐２２７７

福島保護観察所 ９６０‐８０１７ 福島県福島市狐塚１７福島法務合同庁舎 ０２４‐５３４‐２２４６

● 関東地方更生保護委員会 ３３０‐９７２５ 埼玉県さいたま市中央区新都心２‐１さいたま新都心合同庁舎二号館 ０４８‐６００‐０１８１

水戸保護観察所 ３１０‐００６１ 茨城県水戸市北見町１‐１水戸地方法務合同庁舎 ０２９‐２２１‐３９４２

宇都宮保護観察所 ３２０‐００３６ 栃木県宇都宮市小幡２‐１‐１１宇都宮地方法務合同庁舎 ０２８‐６２１‐２２７１

前橋保護観察所 ３７１‐００２６ 群馬県前橋市大手町３‐２‐１前橋法務総合庁舎 ０２７‐２３７‐５０１０

さいたま保護観察所 ３３０‐００６３ 埼玉県さいたま市浦和区高砂３‐１６‐５８さいたま法務総合庁舎 ０４８‐８６１‐８２８７

千葉保護観察所 ２６０‐８５１３ 千葉県千葉市中央区中央港１‐１１‐３千葉地方合同庁舎 ０４３‐２０４‐７７９１

東京保護観察所 １００‐００１３ 東京都千代田区霞が関１‐１‐１中央合同庁舎６号館Ａ棟 ０３‐３５９７‐０１２０

東京保護観察所八王子支部 １９２‐００４６ 東京都八王子市明神町４‐２１‐２八王子法務合同庁舎 ０４２６‐４２‐２２３７

横浜保護観察所 ２３１‐０００１ 神奈川県横浜市中区新港１‐６‐２横浜第一港湾合同庁舎 ０４５‐２０１‐３００６

新潟保護観察所 ９５１‐８１０４ 新潟県新潟市中央区西大畑町５１９１新潟地方法務総合庁舎 ０２５‐２２２‐１５３１

甲府保護観察所 ４００‐００３２ 山梨県甲府市中央１‐１１‐８甲府法務合同庁舎別館 ０５５‐２３５‐７１４４

長野保護観察所 ３８０‐０８４６ 長野県長野市旭町１１０８長野地方法務合同庁舎 ０２６‐２３４‐１９９３

静岡保護観察所 ４２０‐０８５３ 静岡県静岡市葵区追手町９‐４５静岡地方法務合同庁舎 ０５４‐２５３‐０１９１

● 中部地方更生保護委員会 ４６０‐０００１ 愛知県名古屋市中区三の丸４‐３‐１名古屋法務合同庁舎 ０５２‐９５１‐２９４４

富山保護観察所 ９３９‐８２０２ 富山県富山市西田地方町２‐９‐１６富山法務合同庁舎 ０７６‐４２１‐５６２０

金沢保護観察所 ９２０‐００２４ 石川県金沢市西念３‐４‐１金沢駅西合同庁舎 ０７６‐２６１‐００５８

福井保護観察所 ９１０‐００１９ 福井県福井市春山１‐１‐５４福井春山合同庁舎 ０７７６‐２２‐２８５８

岐阜保護観察所 ５００‐８８１２ 岐阜県岐阜市美江寺町２‐７‐２岐阜法務総合庁舎別館 ０５８‐２６５‐２６５１

名古屋保護観察所 ４６０‐８５２４ 愛知県名古屋市中区三の丸４‐３‐１名古屋法務合同庁舎 ０５２‐９５１‐２９４１

津保護観察所 ５１４‐００３２ 三重県津市中央３‐１２津法務総合庁舎 ０５９‐２２７‐６６７１

６３ 資料集



施 設 名 〒 所 在 地 電話番号

● 近畿地方更生保護委員会 ５４０‐０００８ 大阪府大阪市中央区大手前４‐１‐７６大阪合同庁舎第４号館 ０６‐６９４９‐６２６０

大津保護観察所 ５２０‐００４４ 滋賀県大津市京町３‐１‐１大津地方法務合同庁舎 ０７７‐５２４‐６６８３

京都保護観察所 ６０２‐００３２ 京都府京都市上京区烏丸通今出川上る岡松町２５５ ０７５‐４４１‐５１４１

大阪保護観察所 ５４０‐０００８ 大阪府大阪市中央区大手前４‐１‐７６大阪合同庁舎第４号館 ０６‐６９４９‐６２４０

大阪保護観察所堺支部 ５９０‐００７８ 大阪府堺市堺区南瓦町２‐５５堺法務合同庁舎 ０７２‐２２１‐００３７

神戸保護観察所 ６５０‐００１６ 兵庫県神戸市中央区橘通１‐４‐１神戸法務総合庁舎 ０７８‐３５１‐４００４

奈良保護観察所 ６３０‐８２１３ 奈良県奈良市登大路町１‐１奈良地方法務合同庁舎 ０７４２‐２３‐４８６８

和歌山保護観察所 ６４０‐８１４３ 和歌山県和歌山市二番丁２和歌山地方合同庁舎 ０７３‐４３６‐２５０１

● 中国地方更生保護委員会 ７３０‐００１２ 広島県広島市中区上八丁堀２‐１５広島法務合同庁舎 ０８２‐２２１‐４４９７

鳥取保護観察所 ６８０‐０８４２ 鳥取県鳥取市吉方１０９鳥取第三地方合同庁舎 ０８５７‐２２‐３５１８

松江保護観察所 ６９０‐０８４１ 島根県松江市向島町１３４‐１０松江地方合同庁舎 ０８５２‐２１‐３７６７

岡山保護観察所 ７００‐０８０７ 岡山県岡山市南方１‐３‐５８岡山地方法務合同庁舎 ０８６‐２２４‐５６６１

広島保護観察所 ７３０‐００１２ 広島県広島市中区上八丁堀２‐１５広島法務合同庁舎 ０８２‐２２１‐４４９５

山口保護観察所 ７５３‐００８８ 山口県山口市中河原町６‐１６山口地方合同庁舎２号館 ０８３‐９２２‐１３３７

● 四国地方更生保護委員会 ７６０‐００３３ 香川県高松市丸の内１‐１高松法務合同庁舎 ０８７‐８２２‐５０９０

徳島保護観察所 ７７０‐０８５１ 徳島県徳島市徳島町城ノ内６‐６徳島地方合同庁舎 ０８８‐６２２‐４３５９

高松保護観察所 ７６０‐００３３ 香川県高松市丸の内１‐１高松法務合同庁舎 ０８７‐８２２‐５４４５

松山保護観察所 ７９０‐０００１ 愛媛県松山市一番町４‐４‐１松山法務総合庁舎 ０８９‐９４１‐９９８３

高知保護観察所 ７８０‐０８７０ 高知県高知市本町４‐３‐４１高知地方合同庁舎 ０８８‐８７３‐５１１８

● 九州地方更生保護委員会 ８１０‐００７３ 福岡県福岡市中央区舞鶴２‐５‐３０ ０９２‐７６１‐７７８１

福岡保護観察所 ８１０‐００７３ 福岡県福岡市中央区舞鶴１‐４‐１３ ０９２‐７６１‐６７３６

福岡保護観察所北九州支部 ８０３‐０８１３ 福岡県北九州市小倉北区城内５‐３小倉合同庁舎 ０９３‐５６１‐６３４０

佐賀保護観察所 ８４０‐００４１ 佐賀県佐賀市城内２‐１０‐２０佐賀合同庁舎 ０９５２‐２４‐４２９１

長崎保護観察所 ８５０‐００３３ 長崎県長崎市万才町８‐１６長崎法務合同庁舎 ０９５‐８２２‐５１７５

熊本保護観察所 ８６２‐０９７１ 熊本県熊本市大江３‐１‐５３熊本第二合同庁舎 ０９６‐３６６‐８０８０

大分保護観察所 ８７０‐００４５ 大分県大分市城崎町２‐３‐２１大分法務合同庁舎 ０９７‐５３２‐２０５３

宮崎保護観察所 ８８０‐０８０２ 宮崎県宮崎市別府町１番１号宮崎法務総合庁舎 ０９８５‐２４‐４３４５

鹿児島保護観察所 ８９２‐０８１６ 鹿児島県鹿児島市山下町１３‐１０鹿児島地方法務合同庁舎 ０９９‐２２６‐１５５６

那覇保護観察所 ９００‐００２２ 沖縄県那覇市樋川１‐１５‐１５那覇第一地方合同庁舎 ０９８‐８５３‐２９４５

九州地方更生保護委員会那覇分室室 ９００‐００２２ 沖縄県那覇市樋川１‐１５‐１５那覇第一地方合同庁舎 ０９８‐８５３‐２９４７

更生保護施設 は「高齢又は障害により特に自立が困難な矯正施設出所者等を保護する更生保護施設の指定施設」

施 設 名 〒 所 在 地 電話番号

北
海
道

大谷染香苑 ０６５‐００４３ 北海道札幌市東区苗穂町２‐２‐５ ０１１‐７３１‐５５０５

札幌大化院 希望寮 ０６０‐００６１ 北海道札幌市中央区南１条西１７‐１‐１３ ０１１‐６１１‐０４０７

函館創生会 ０４０‐００２５ 北海道函館市堀川町１３‐２ ０１３８‐５２‐１３９１

旭川保護会 旭川清和荘 ０７０‐００３９ 北海道旭川市九条通２‐１４８５ ０１６６‐２２‐３９０７

釧路慈徳会 ０８５‐０８３３ 北海道釧路市宮本２‐９‐６ ０１５４‐４１‐６４００

十勝自営会 ０８０‐０８０２ 北海道帯広市東二条南１４‐１ ０１５５‐２３‐３７２３

網走慈恵院 ０９３‐００４５ 北海道網走市大曲１‐１‐１ ０１５２‐４３‐２２３０

北見更生保護会 ０９０‐０８１１ 北海道北見市泉町３‐６‐４０ ０１５７‐２５‐４１４９

東
北

あすなろ ０３０‐０８６１ 青森県青森市長島１‐３‐２８ ０１７‐７３４‐６２１１

岩手保護院 ０２０‐０８７７ 岩手県盛岡市下ノ橋町２‐２５ ０１９‐６２２‐２８０６

宮城東華会 ９８２‐０８４２ 宮城県仙台市太白区越路１５‐６ ０２２‐２２３‐３９６４

秋田至仁会 ０１０‐００２９ 秋田県秋田市楢山川口境２２‐１２ ０１８‐８３２‐５７８７

６４資料集



施 設 名 〒 所 在 地 電話番号

東
北

羽陽和光会 ９９０‐０８３３ 山形県山形市春日町７‐５ ０２３‐６４５‐２８７５

至道会 ９６０‐８００３ 福島県福島市森合字山ノ下４‐２ ０２４‐５５７‐２６５６

関
東

有光苑 ３１２‐００３３ 茨城県ひたちなか市大字市毛８５８‐３６ ０２９‐２７２‐６３７０

尚徳有隣会 ３２０‐０８６４ 茨城県宇都宮市住吉町１０‐１６ ０２８‐６３３‐６４３１

栃木明徳会 ３２８‐００３２ 茨城県栃木市神田町３‐１４ ０２８２‐２２‐１１７１

群馬県仏教保護会 ３７１‐００２５ 群馬県前橋市紅雲町１‐２４‐６ ０２７‐２２１‐３３７６

清心寮 ３３６‐００６４ 埼玉県さいたま市浦和区岸町７‐１２‐１９ ０４８‐８３７‐１７５５

千葉県帰性会 ２６４‐００２３ 千葉県千葉市若葉区貝塚町２７ ０４３‐２３１‐１６１０

更新会 １６９‐００５１ 東京都新宿区西早稲田１‐２１‐１ ０３‐５２８６‐８１９１

興楽会 １７４‐００７１ 東京都板橋区常盤台３‐１３‐５ ０３‐３９６０‐０２０４

斉修会 １６９‐００７３ 東京都新宿区百人町１‐４‐１２ ０３‐３２００‐７１５１

慈済会 １１６‐０００１ 東京都荒川区町屋７‐１１‐７ ０３‐３８９２‐４７５０

新興会 １７１‐００４４ 東京都豊島区千早１‐３６‐２０ ０３‐３９５７‐２８９１

真哉会 １２０‐００１５ 東京都足立区足立２‐５１‐６ ０３‐３８８６‐２９５１

静修会（足立寮） １２０‐００４６ 東京都足立区小台２‐４３‐５ ０３‐３９１１‐３３７７

静修会（荒川寮） １１６‐０００２ 東京都荒川区荒川４‐１７‐１ ０３‐３８９１‐５７５０

清和会 １２３‐０８５３ 東京都足立区本木２‐１５‐１６ ０３‐３８８７‐８３２３

善隣厚生会 １５１‐００７１ 東京都渋谷区本町２‐４７‐５ ０３‐３３７７‐３７０５

東京実華道場（ステップ竜岡） １１３‐００３４ 東京都文京区湯島４‐８‐１５ ０３‐３８１１‐２８５３

東京実華道場（ステップ押上） １３０‐０００２ 東京都墨田区業平２‐１０‐１１ ０３‐３６２４‐２７３５

東京保護観察協会 敬和園 １６５‐００２３ 東京都中野区江原町２‐６‐５ ０３‐３９５１‐７６６９

日新協会 １１６‐００１２ 東京都荒川区東尾久２‐２３‐２１ ０３‐３８９２‐２４３１

両全会 １５１‐００５２ 東京都渋谷区代々木神園町３‐４０ ０３‐３４６８‐１６３９

鶴舞会 １９４‐０００４ 東京都町田市鶴間３７１ ０４２‐７９６‐７５７３

安立園 １８３‐００５７ 東京都府中市晴見町１‐１３‐５ ０４２‐３６８‐７２１１

自愛会 １９２‐０９０４ 東京都八王子市子安町２‐１‐１８ ０４２６‐４２‐４９４１

八興社 １８６‐０００２ 東京都国立市東２‐１８‐２ ０４２‐５７２‐６１９６

柴翠苑 １９３‐０９３２ 東京都八王子市緑町７８‐１ ０４２６‐２２‐６０２４

まこと寮 ２３４‐００５３ 神奈川県横浜市港南区日野中央１‐３‐３２ ０４５‐８４２‐５５３４

横浜力行舎 ２３５‐００１１ 神奈川県横浜市磯子区丸山１‐１９‐２０ ０４５‐７５１‐０７９５

川崎自立会 ２１０‐０８４７ 神奈川県川崎市川崎区浅田１‐４‐２ ０４４‐３２２‐２１５４

報徳更生寮 ２５０‐０００１ 神奈川県小田原市扇町１‐６‐２５ ０４６３‐３４‐４０４９

中
部

新潟県保護会 新潟川岸寮 ９５１‐８１３３ 新潟県新潟市川岸町３‐１７‐２８ ０２５‐２６６‐８１２５

山梨以徳会 ４００‐０８６７ 山梨県甲府市青沼２‐２２‐１ ０５５‐２３３‐４９０１

長野司法厚生協会 裾花寮 ３８０‐０８７３ 長野県長野市大字西長野５９２‐３ ０２６‐２３２‐２４３４

松本保護会 ３９０‐０８０１ 長野県松本市美須々７‐８ ０２６３‐３２‐２２３０

静岡県勧善会 ４２２‐８０７２ 静岡県静岡市駿河区小黒２‐１‐２５ ０５４‐２８６‐１０９４

少年の家 ４２０‐０９４７ 静岡県静岡市葵区堤町９１４‐６０ ０５４‐２７１‐５８９６

富山養得園 ９３９‐８２７１ 富山県富山市太郎丸西町１‐１７‐７ ０７６‐４２１‐２６９０

徳風苑 親和寮 ９２０‐０９３４ 石川県金沢市宝町１‐１６ ０７６‐２３１‐７０４２

福井福田会 ９１０‐００１５ 石川県福井市二の宮２‐３‐８ ０７７６‐２３‐１２０４

岐阜県共助会 光風荘 ５００‐８８１５ 岐阜県岐阜市梅河町２‐１ ０５８‐２６３‐０７０３

洗心之家 ５０１‐１１０６ 岐阜県岐阜市大字石谷字南山７７０‐２２ ０５８‐２３５‐７９５８

愛知自啓会 ４６３‐００６７ 愛知県名古屋市守山区守山２‐１４‐３１ ０５２‐７９３‐７２１４

中協園 ４６１‐００１１ 愛知県名古屋市東区白壁２‐２０‐１８ ０５２‐９５３‐１４１０

立正園 ４６３‐００２１ 愛知県名古屋市守山区大字大森字八龍２３６７‐１０４ ０５２‐７９８‐０３０３
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施 設 名 〒 所 在 地 電話番号

中
部

岡崎自啓会 ４４４‐０８４０ 愛知県岡崎市戸崎町字牛転１０ ０５６４‐５１‐５２２６

徳永会大徳塾 ４７１‐００４６ 愛知県豊田市本新町７‐５０‐１ ０５６５‐３２‐５２１１

東三更正保護会 ４４０‐０８５３ 愛知県豊橋市佐藤３‐２２‐１ ０５３２‐６１‐５１８６

近
畿

三重県保護会 ５１４‐０８０６ 三重県津市上弁財町１１‐１１ ０５９‐２２８‐３４９３

滋賀好善会 光風寮 ５２０‐０８３７ 滋賀県大津市中庄２‐１‐４８ ０７７‐５２４‐３４２６

京都保護育成会 ６１５‐００３３ 京都府京都市右京区西院寿町２０ ０７５‐３１１‐９６１１

西本願寺白光荘 ６１６‐８０７４ 京都府京都市右京区太秦安井二条裏町１２‐６ ０７５‐８０２‐２５０６

盟親 ６０４‐８８０３ 京都府京都市中京区六角通大宮西入因幡町１１２‐４ ０７５‐８１１‐８８１７

和衷会 ５３０‐００２４ 大阪府大阪市北区山崎町５‐１０ ０６‐６３６１‐２７１６

愛正会 ５３２‐００１２ 大阪府大阪市淀川区木川東１‐９‐６ ０６‐６３０１‐２３０９

宝珠園 ５９０‐００１７ 大阪府堺市北田出井町３‐３‐３０ ０７２‐２３２‐１７１４

泉州寮 ５９８‐００７１ 大阪府泉佐野市鶴原１‐４‐６ ０７２４‐６２‐１０９２

神戸学而園 湊川寮 ６５２‐００４１ 兵庫県神戸市兵庫区湊川町１０‐５‐２０ ０７８‐５１１‐４６１１

播麿保正会 ６７０‐００９５ 兵庫県姫路市新在家１‐６‐２１ ０７９２‐９２‐５４４６

姫路薬師寮 ６７０‐００５２ 兵庫県姫路市今宿字池の内１７９３‐２ ０７９２‐９２‐２３８８

至徳会 ６３０‐８１０２ 奈良県奈良市般若寺町２６４‐２ ０７４２‐２３‐３５７４

端正会 ６４０‐８３４１ 和歌山県和歌山市黒田２６６ ０７３‐４７１‐３６８１

中
国

鳥取県更生保護給産会 ６８０‐０８２４ 鳥取県鳥取市行徳３‐８１５ ０８５７‐２２‐４８８４

島根更生保護会 ６９０‐０８７２ 島根県松江市奥谷町３０６‐１ ０８５２‐２１‐５３８３

備作恵済会古松園 ７００‐０９１５ 岡山県岡山市鹿田本町２‐７ ０８６‐２２５‐２４７５

美作自修会 ７０８‐００２２ 岡山県津山市山下４６‐２８ ０８６８‐２２‐２０８７

ウィズ広島 ７３０‐０８２２ 広島県広島市中区吉島東１‐１‐１８ ０８２‐２４１‐１５３４

呉清明園 ７３７‐０８１７ 広島県呉市上二河町６‐１６ ０８２３‐２１‐５９３３

山口更生保護会 ７５３‐００５２ 山口県山口市三和町１１‐４１ ０８３‐９２４‐６０１６

たちばな会 ７５０‐００４３ 山口県下関市東神田町１‐１０ ０８３２‐２２‐１３５５

四
国

徳島自立会 ７７０‐０８７２ 徳島県徳島市北沖洲２‐８‐２７ ０８８‐６６４‐０４５２

讃岐修斉会 ７６３‐００９１ 香川県丸亀市川西町北１６５７ ０８７７‐２２‐８１９７

愛媛県更生保護会 ７９０‐００５６ 愛媛県松山市土居田町２８０‐１ ０８９‐９７２‐０７１４

高坂寮 ７８０‐００５６ 高知県高知市北本町１‐３‐３ ０８８‐８７２‐２０５３

九
州
・
沖
縄

福岡梅香会 ８１０‐００６３ 福岡県福岡市中央区唐人町３‐３‐２９ ０９２‐７２１‐６８０１

福岡弥生寮 ８１４‐００１４ 福岡県福岡市早良区弥生２‐４‐３１ ０９２‐８２１‐２１８７

福正会 ８１４‐０００６ 福岡県福岡市早良区百道１‐３‐１３ ０９２‐８２１‐２７２３

恵辰会 ８１１‐２１１３ 福岡県糟屋郡須惠町大字須惠１１７‐１６ ０９２‐９３２‐０１８７

筑豊宏済会 ８２０‐００４４ 福岡県飯塚市大字横田字庄の町１８‐２ ０９４８‐２９‐５２４６

湧金寮 ８０２‐０８２１ 福岡県北九州市小倉北区鋳物師町１０‐１１ ０９３‐５６１‐０９２８

NPO法人 TGF田川ふれ愛義塾 ８２５‐０００２ 福岡県田川市大字伊田１５２６ ０９４７‐４５‐４３５５

佐賀県恒産会 ８４０‐０８５３ 佐賀県佐賀市長瀬町７‐１０ ０９５２‐２３‐４２０２

長崎啓成会 ８５１‐０２５１ 長崎県長崎市田上２‐１２‐３５ ０９５‐８２２‐６０１５

佐世保白雲 ８５７‐１１６４ 長崎県佐世保市白岳町７３０‐１ ０９５６‐３１‐６７２４

虹 ８５９‐１２１５ 長崎県雲仙市瑞穂町古部甲２５０４ ０９５７‐７７‐３６２０

熊本自営会 ８６２‐０９７０ 熊本県熊本市渡鹿６‐６‐４５ ０９６‐３６６‐３５００

豊洲保護会 あけぼの寮 ８７０‐０８１６ 大分県大分市田室町４‐１０ ０９７‐５４３‐２４４１

みやざき青雲 ８８０‐０８７７ 宮崎県宮崎市宮脇町７２ ０９８５‐２２‐４６４３

草牟田寮 ８９０‐００１４ 鹿児島県鹿児島市草牟田１‐１９‐５３ ０９９‐２２２‐５４５９

沖縄県更生保護会 あけぼの寮 ９０３‐０８０４ 沖縄県那覇市首里石嶺町３‐３２５ ０９８‐８８４‐４０７３

（２００９年１０月現在）
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地域生活定着支援センター

施 設 名 〒 所 在 地 電話番号

岩手県地域生活定着支援センター ０２１‐００２４ 岩手県一関市幸町８‐６ ０１９１‐４８‐３２０１

地域生活定着支援センターひまわり ４１０‐０３１２ 静岡県沼津市原１４１８‐４６（社福）あしたか太陽の丘 ０５５‐９６８‐１１２０

滋賀県地域生活定着支援センター ５２３‐０８９３ 滋賀県近江八幡市桜宮町２３５ ０７４８‐３４‐３６５５

和歌山県地域生活定着支援センター「ま～る」６４０‐８４１１ 和歌山県和歌山市梶取２１‐８ ０７３‐４８８‐７７３４

山口県地域生活定着支援センター ７５３‐００７２ 山口県山口市大手町９‐６ ゆ～あいプラザ 山口県社会福祉協議会内 ０８３‐９２４‐２８２０

佐賀県地域生活定着支援センター ８４９‐０９３５ 佐賀県佐賀市八戸溝１‐１５‐３ ０９５２‐９７‐８１７１

長崎県地域生活定着支援センター ８５２‐８１０４ 長崎県長崎市茂里町３‐２４ 長崎県総合福祉センター３Ｆ ０９５‐８１３‐１３３２

保護観察所
（２００９年１２月３１日現在）

施 設 名 〒 所 在 地 電話番号

● 北海道地方更生保護委員会 ０６０‐００４２ 北海道札幌市中央区大通西１２丁目札幌第３合同庁舎 ０１１‐２６１‐９９０７

札幌保護観察所 ０６０‐００４２ 北海道札幌市中央区大通西１２丁目札幌第三合同庁舎 ０１１‐２６１‐９２２５

函館保護観察所 ０４０‐８５５０ 北海道函館市新川町２５‐１８函館地方合同庁舎 ０１３８‐２６‐０４３１

旭川保護観察所 ０７０‐０９０１ 北海道旭川市花咲町４‐２２７２‐１５旭川地方法務合同庁舎 ０１６６‐５１‐９３７６

釧路保護観察所 ０８５‐８５３５ 北海道釧路市幸町１０‐３釧路地方合同庁舎 ０１５４‐２３‐３２００

● 東北地方更生保護委員会 ９８０‐０８１２ 仙台市青葉区片平１‐３‐１仙台法務総合庁舎仙台法務総合庁舎 ０２２‐２２１‐３５３６

青森保護観察所 ０３０‐０８６１ 青森県青森市長島１‐３‐２５青森法務総合庁舎 ０１７‐７７６‐６４１８

盛岡保護観察所 ０２０‐００２３ 岩手県盛岡市内丸８‐２０盛岡法務合同庁舎 ０１９‐６２４‐３３９５

仙台保護観察所 ９８０‐０８１２ 宮城県仙台市青葉区片平１‐３‐１仙台法務総合庁舎 ０２２‐２２１‐１４５１

秋田保護観察所 ０１０‐０９５１ 秋田県秋田市山王７‐１‐２秋田地方法務合同庁舎 ０１８‐８６２‐３９０３

山形保護観察所 ９９０‐００４６ 山形県山形市大手町１‐３２山形地方法務合同庁舎 ０２３‐６３１‐２２７７

福島保護観察所 ９６０‐８０１７ 福島県福島市狐塚１７福島法務合同庁舎 ０２４‐５３４‐２２４６

● 関東地方更生保護委員会 ３３０‐９７２５ 埼玉県さいたま市中央区新都心２‐１さいたま新都心合同庁舎二号館 ０４８‐６００‐０１８１

水戸保護観察所 ３１０‐００６１ 茨城県水戸市北見町１‐１水戸地方法務合同庁舎 ０２９‐２２１‐３９４２

宇都宮保護観察所 ３２０‐００３６ 栃木県宇都宮市小幡２‐１‐１１宇都宮地方法務合同庁舎 ０２８‐６２１‐２２７１

前橋保護観察所 ３７１‐００２６ 群馬県前橋市大手町３‐２‐１前橋法務総合庁舎 ０２７‐２３７‐５０１０

さいたま保護観察所 ３３０‐００６３ 埼玉県さいたま市浦和区高砂３‐１６‐５８さいたま法務総合庁舎 ０４８‐８６１‐８２８７

千葉保護観察所 ２６０‐８５１３ 千葉県千葉市中央区中央港１‐１１‐３千葉地方合同庁舎 ０４３‐２０４‐７７９１

東京保護観察所 １００‐００１３ 東京都千代田区霞が関１‐１‐１中央合同庁舎６号館Ａ棟 ０３‐３５９７‐０１２０

東京保護観察所八王子支部 １９２‐００４６ 東京都八王子市明神町４‐２１‐２八王子法務合同庁舎 ０４２６‐４２‐２２３７

横浜保護観察所 ２３１‐０００１ 神奈川県横浜市中区新港１‐６‐２横浜第一港湾合同庁舎 ０４５‐２０１‐３００６

新潟保護観察所 ９５１‐８１０４ 新潟県新潟市中央区西大畑町５１９１新潟地方法務総合庁舎 ０２５‐２２２‐１５３１

甲府保護観察所 ４００‐００３２ 山梨県甲府市中央１‐１１‐８甲府法務合同庁舎別館 ０５５‐２３５‐７１４４

長野保護観察所 ３８０‐０８４６ 長野県長野市旭町１１０８長野地方法務合同庁舎 ０２６‐２３４‐１９９３

静岡保護観察所 ４２０‐０８５３ 静岡県静岡市葵区追手町９‐４５静岡地方法務合同庁舎 ０５４‐２５３‐０１９１

● 中部地方更生保護委員会 ４６０‐０００１ 愛知県名古屋市中区三の丸４‐３‐１名古屋法務合同庁舎 ０５２‐９５１‐２９４４

富山保護観察所 ９３９‐８２０２ 富山県富山市西田地方町２‐９‐１６富山法務合同庁舎 ０７６‐４２１‐５６２０

金沢保護観察所 ９２０‐００２４ 石川県金沢市西念３‐４‐１金沢駅西合同庁舎 ０７６‐２６１‐００５８

福井保護観察所 ９１０‐００１９ 福井県福井市春山１‐１‐５４福井春山合同庁舎 ０７７６‐２２‐２８５８

岐阜保護観察所 ５００‐８８１２ 岐阜県岐阜市美江寺町２‐７‐２岐阜法務総合庁舎別館 ０５８‐２６５‐２６５１

名古屋保護観察所 ４６０‐８５２４ 愛知県名古屋市中区三の丸４‐３‐１名古屋法務合同庁舎 ０５２‐９５１‐２９４１

津保護観察所 ５１４‐００３２ 三重県津市中央３‐１２津法務総合庁舎 ０５９‐２２７‐６６７１

６３ 資料集



施 設 名 〒 所 在 地 電話番号

● 近畿地方更生保護委員会 ５４０‐０００８ 大阪府大阪市中央区大手前４‐１‐７６大阪合同庁舎第４号館 ０６‐６９４９‐６２６０

大津保護観察所 ５２０‐００４４ 滋賀県大津市京町３‐１‐１大津地方法務合同庁舎 ０７７‐５２４‐６６８３

京都保護観察所 ６０２‐００３２ 京都府京都市上京区烏丸通今出川上る岡松町２５５ ０７５‐４４１‐５１４１

大阪保護観察所 ５４０‐０００８ 大阪府大阪市中央区大手前４‐１‐７６大阪合同庁舎第４号館 ０６‐６９４９‐６２４０

大阪保護観察所堺支部 ５９０‐００７８ 大阪府堺市堺区南瓦町２‐５５堺法務合同庁舎 ０７２‐２２１‐００３７

神戸保護観察所 ６５０‐００１６ 兵庫県神戸市中央区橘通１‐４‐１神戸法務総合庁舎 ０７８‐３５１‐４００４

奈良保護観察所 ６３０‐８２１３ 奈良県奈良市登大路町１‐１奈良地方法務合同庁舎 ０７４２‐２３‐４８６８

和歌山保護観察所 ６４０‐８１４３ 和歌山県和歌山市二番丁２和歌山地方合同庁舎 ０７３‐４３６‐２５０１

● 中国地方更生保護委員会 ７３０‐００１２ 広島県広島市中区上八丁堀２‐１５広島法務合同庁舎 ０８２‐２２１‐４４９７

鳥取保護観察所 ６８０‐０８４２ 鳥取県鳥取市吉方１０９鳥取第三地方合同庁舎 ０８５７‐２２‐３５１８

松江保護観察所 ６９０‐０８４１ 島根県松江市向島町１３４‐１０松江地方合同庁舎 ０８５２‐２１‐３７６７

岡山保護観察所 ７００‐０８０７ 岡山県岡山市南方１‐３‐５８岡山地方法務合同庁舎 ０８６‐２２４‐５６６１

広島保護観察所 ７３０‐００１２ 広島県広島市中区上八丁堀２‐１５広島法務合同庁舎 ０８２‐２２１‐４４９５

山口保護観察所 ７５３‐００８８ 山口県山口市中河原町６‐１６山口地方合同庁舎２号館 ０８３‐９２２‐１３３７

● 四国地方更生保護委員会 ７６０‐００３３ 香川県高松市丸の内１‐１高松法務合同庁舎 ０８７‐８２２‐５０９０

徳島保護観察所 ７７０‐０８５１ 徳島県徳島市徳島町城ノ内６‐６徳島地方合同庁舎 ０８８‐６２２‐４３５９

高松保護観察所 ７６０‐００３３ 香川県高松市丸の内１‐１高松法務合同庁舎 ０８７‐８２２‐５４４５

松山保護観察所 ７９０‐０００１ 愛媛県松山市一番町４‐４‐１松山法務総合庁舎 ０８９‐９４１‐９９８３

高知保護観察所 ７８０‐０８７０ 高知県高知市本町４‐３‐４１高知地方合同庁舎 ０８８‐８７３‐５１１８

● 九州地方更生保護委員会 ８１０‐００７３ 福岡県福岡市中央区舞鶴２‐５‐３０ ０９２‐７６１‐７７８１

福岡保護観察所 ８１０‐００７３ 福岡県福岡市中央区舞鶴１‐４‐１３ ０９２‐７６１‐６７３６

福岡保護観察所北九州支部 ８０３‐０８１３ 福岡県北九州市小倉北区城内５‐３小倉合同庁舎 ０９３‐５６１‐６３４０

佐賀保護観察所 ８４０‐００４１ 佐賀県佐賀市城内２‐１０‐２０佐賀合同庁舎 ０９５２‐２４‐４２９１

長崎保護観察所 ８５０‐００３３ 長崎県長崎市万才町８‐１６長崎法務合同庁舎 ０９５‐８２２‐５１７５

熊本保護観察所 ８６２‐０９７１ 熊本県熊本市大江３‐１‐５３熊本第二合同庁舎 ０９６‐３６６‐８０８０

大分保護観察所 ８７０‐００４５ 大分県大分市城崎町２‐３‐２１大分法務合同庁舎 ０９７‐５３２‐２０５３

宮崎保護観察所 ８８０‐０８０２ 宮崎県宮崎市別府町１番１号宮崎法務総合庁舎 ０９８５‐２４‐４３４５

鹿児島保護観察所 ８９２‐０８１６ 鹿児島県鹿児島市山下町１３‐１０鹿児島地方法務合同庁舎 ０９９‐２２６‐１５５６

那覇保護観察所 ９００‐００２２ 沖縄県那覇市樋川１‐１５‐１５那覇第一地方合同庁舎 ０９８‐８５３‐２９４５

九州地方更生保護委員会那覇分室室 ９００‐００２２ 沖縄県那覇市樋川１‐１５‐１５那覇第一地方合同庁舎 ０９８‐８５３‐２９４７

更生保護施設 は「高齢又は障害により特に自立が困難な矯正施設出所者等を保護する更生保護施設の指定施設」

施 設 名 〒 所 在 地 電話番号

北
海
道

大谷染香苑 ０６５‐００４３ 北海道札幌市東区苗穂町２‐２‐５ ０１１‐７３１‐５５０５

札幌大化院 希望寮 ０６０‐００６１ 北海道札幌市中央区南１条西１７‐１‐１３ ０１１‐６１１‐０４０７

函館創生会 ０４０‐００２５ 北海道函館市堀川町１３‐２ ０１３８‐５２‐１３９１

旭川保護会 旭川清和荘 ０７０‐００３９ 北海道旭川市九条通２‐１４８５ ０１６６‐２２‐３９０７

釧路慈徳会 ０８５‐０８３３ 北海道釧路市宮本２‐９‐６ ０１５４‐４１‐６４００

十勝自営会 ０８０‐０８０２ 北海道帯広市東二条南１４‐１ ０１５５‐２３‐３７２３

網走慈恵院 ０９３‐００４５ 北海道網走市大曲１‐１‐１ ０１５２‐４３‐２２３０

北見更生保護会 ０９０‐０８１１ 北海道北見市泉町３‐６‐４０ ０１５７‐２５‐４１４９

東
北

あすなろ ０３０‐０８６１ 青森県青森市長島１‐３‐２８ ０１７‐７３４‐６２１１

岩手保護院 ０２０‐０８７７ 岩手県盛岡市下ノ橋町２‐２５ ０１９‐６２２‐２８０６

宮城東華会 ９８２‐０８４２ 宮城県仙台市太白区越路１５‐６ ０２２‐２２３‐３９６４

秋田至仁会 ０１０‐００２９ 秋田県秋田市楢山川口境２２‐１２ ０１８‐８３２‐５７８７

６４資料集



施 設 名 〒 所 在 地 電話番号

東
北

羽陽和光会 ９９０‐０８３３ 山形県山形市春日町７‐５ ０２３‐６４５‐２８７５

至道会 ９６０‐８００３ 福島県福島市森合字山ノ下４‐２ ０２４‐５５７‐２６５６

関
東

有光苑 ３１２‐００３３ 茨城県ひたちなか市大字市毛８５８‐３６ ０２９‐２７２‐６３７０

尚徳有隣会 ３２０‐０８６４ 茨城県宇都宮市住吉町１０‐１６ ０２８‐６３３‐６４３１

栃木明徳会 ３２８‐００３２ 茨城県栃木市神田町３‐１４ ０２８２‐２２‐１１７１

群馬県仏教保護会 ３７１‐００２５ 群馬県前橋市紅雲町１‐２４‐６ ０２７‐２２１‐３３７６

清心寮 ３３６‐００６４ 埼玉県さいたま市浦和区岸町７‐１２‐１９ ０４８‐８３７‐１７５５

千葉県帰性会 ２６４‐００２３ 千葉県千葉市若葉区貝塚町２７ ０４３‐２３１‐１６１０

更新会 １６９‐００５１ 東京都新宿区西早稲田１‐２１‐１ ０３‐５２８６‐８１９１

興楽会 １７４‐００７１ 東京都板橋区常盤台３‐１３‐５ ０３‐３９６０‐０２０４

斉修会 １６９‐００７３ 東京都新宿区百人町１‐４‐１２ ０３‐３２００‐７１５１

慈済会 １１６‐０００１ 東京都荒川区町屋７‐１１‐７ ０３‐３８９２‐４７５０

新興会 １７１‐００４４ 東京都豊島区千早１‐３６‐２０ ０３‐３９５７‐２８９１

真哉会 １２０‐００１５ 東京都足立区足立２‐５１‐６ ０３‐３８８６‐２９５１

静修会（足立寮） １２０‐００４６ 東京都足立区小台２‐４３‐５ ０３‐３９１１‐３３７７

静修会（荒川寮） １１６‐０００２ 東京都荒川区荒川４‐１７‐１ ０３‐３８９１‐５７５０

清和会 １２３‐０８５３ 東京都足立区本木２‐１５‐１６ ０３‐３８８７‐８３２３

善隣厚生会 １５１‐００７１ 東京都渋谷区本町２‐４７‐５ ０３‐３３７７‐３７０５

東京実華道場（ステップ竜岡） １１３‐００３４ 東京都文京区湯島４‐８‐１５ ０３‐３８１１‐２８５３

東京実華道場（ステップ押上） １３０‐０００２ 東京都墨田区業平２‐１０‐１１ ０３‐３６２４‐２７３５

東京保護観察協会 敬和園 １６５‐００２３ 東京都中野区江原町２‐６‐５ ０３‐３９５１‐７６６９

日新協会 １１６‐００１２ 東京都荒川区東尾久２‐２３‐２１ ０３‐３８９２‐２４３１

両全会 １５１‐００５２ 東京都渋谷区代々木神園町３‐４０ ０３‐３４６８‐１６３９

鶴舞会 １９４‐０００４ 東京都町田市鶴間３７１ ０４２‐７９６‐７５７３

安立園 １８３‐００５７ 東京都府中市晴見町１‐１３‐５ ０４２‐３６８‐７２１１

自愛会 １９２‐０９０４ 東京都八王子市子安町２‐１‐１８ ０４２６‐４２‐４９４１

八興社 １８６‐０００２ 東京都国立市東２‐１８‐２ ０４２‐５７２‐６１９６

柴翠苑 １９３‐０９３２ 東京都八王子市緑町７８‐１ ０４２６‐２２‐６０２４

まこと寮 ２３４‐００５３ 神奈川県横浜市港南区日野中央１‐３‐３２ ０４５‐８４２‐５５３４

横浜力行舎 ２３５‐００１１ 神奈川県横浜市磯子区丸山１‐１９‐２０ ０４５‐７５１‐０７９５

川崎自立会 ２１０‐０８４７ 神奈川県川崎市川崎区浅田１‐４‐２ ０４４‐３２２‐２１５４

報徳更生寮 ２５０‐０００１ 神奈川県小田原市扇町１‐６‐２５ ０４６３‐３４‐４０４９

中
部

新潟県保護会 新潟川岸寮 ９５１‐８１３３ 新潟県新潟市川岸町３‐１７‐２８ ０２５‐２６６‐８１２５

山梨以徳会 ４００‐０８６７ 山梨県甲府市青沼２‐２２‐１ ０５５‐２３３‐４９０１

長野司法厚生協会 裾花寮 ３８０‐０８７３ 長野県長野市大字西長野５９２‐３ ０２６‐２３２‐２４３４

松本保護会 ３９０‐０８０１ 長野県松本市美須々７‐８ ０２６３‐３２‐２２３０

静岡県勧善会 ４２２‐８０７２ 静岡県静岡市駿河区小黒２‐１‐２５ ０５４‐２８６‐１０９４

少年の家 ４２０‐０９４７ 静岡県静岡市葵区堤町９１４‐６０ ０５４‐２７１‐５８９６

富山養得園 ９３９‐８２７１ 富山県富山市太郎丸西町１‐１７‐７ ０７６‐４２１‐２６９０

徳風苑 親和寮 ９２０‐０９３４ 石川県金沢市宝町１‐１６ ０７６‐２３１‐７０４２

福井福田会 ９１０‐００１５ 石川県福井市二の宮２‐３‐８ ０７７６‐２３‐１２０４

岐阜県共助会 光風荘 ５００‐８８１５ 岐阜県岐阜市梅河町２‐１ ０５８‐２６３‐０７０３

洗心之家 ５０１‐１１０６ 岐阜県岐阜市大字石谷字南山７７０‐２２ ０５８‐２３５‐７９５８

愛知自啓会 ４６３‐００６７ 愛知県名古屋市守山区守山２‐１４‐３１ ０５２‐７９３‐７２１４

中協園 ４６１‐００１１ 愛知県名古屋市東区白壁２‐２０‐１８ ０５２‐９５３‐１４１０

立正園 ４６３‐００２１ 愛知県名古屋市守山区大字大森字八龍２３６７‐１０４ ０５２‐７９８‐０３０３
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施 設 名 〒 所 在 地 電話番号

中
部

岡崎自啓会 ４４４‐０８４０ 愛知県岡崎市戸崎町字牛転１０ ０５６４‐５１‐５２２６

徳永会大徳塾 ４７１‐００４６ 愛知県豊田市本新町７‐５０‐１ ０５６５‐３２‐５２１１

東三更正保護会 ４４０‐０８５３ 愛知県豊橋市佐藤３‐２２‐１ ０５３２‐６１‐５１８６

近
畿

三重県保護会 ５１４‐０８０６ 三重県津市上弁財町１１‐１１ ０５９‐２２８‐３４９３

滋賀好善会 光風寮 ５２０‐０８３７ 滋賀県大津市中庄２‐１‐４８ ０７７‐５２４‐３４２６

京都保護育成会 ６１５‐００３３ 京都府京都市右京区西院寿町２０ ０７５‐３１１‐９６１１

西本願寺白光荘 ６１６‐８０７４ 京都府京都市右京区太秦安井二条裏町１２‐６ ０７５‐８０２‐２５０６

盟親 ６０４‐８８０３ 京都府京都市中京区六角通大宮西入因幡町１１２‐４ ０７５‐８１１‐８８１７

和衷会 ５３０‐００２４ 大阪府大阪市北区山崎町５‐１０ ０６‐６３６１‐２７１６

愛正会 ５３２‐００１２ 大阪府大阪市淀川区木川東１‐９‐６ ０６‐６３０１‐２３０９

宝珠園 ５９０‐００１７ 大阪府堺市北田出井町３‐３‐３０ ０７２‐２３２‐１７１４

泉州寮 ５９８‐００７１ 大阪府泉佐野市鶴原１‐４‐６ ０７２４‐６２‐１０９２

神戸学而園 湊川寮 ６５２‐００４１ 兵庫県神戸市兵庫区湊川町１０‐５‐２０ ０７８‐５１１‐４６１１

播麿保正会 ６７０‐００９５ 兵庫県姫路市新在家１‐６‐２１ ０７９２‐９２‐５４４６

姫路薬師寮 ６７０‐００５２ 兵庫県姫路市今宿字池の内１７９３‐２ ０７９２‐９２‐２３８８

至徳会 ６３０‐８１０２ 奈良県奈良市般若寺町２６４‐２ ０７４２‐２３‐３５７４

端正会 ６４０‐８３４１ 和歌山県和歌山市黒田２６６ ０７３‐４７１‐３６８１

中
国

鳥取県更生保護給産会 ６８０‐０８２４ 鳥取県鳥取市行徳３‐８１５ ０８５７‐２２‐４８８４

島根更生保護会 ６９０‐０８７２ 島根県松江市奥谷町３０６‐１ ０８５２‐２１‐５３８３

備作恵済会古松園 ７００‐０９１５ 岡山県岡山市鹿田本町２‐７ ０８６‐２２５‐２４７５

美作自修会 ７０８‐００２２ 岡山県津山市山下４６‐２８ ０８６８‐２２‐２０８７

ウィズ広島 ７３０‐０８２２ 広島県広島市中区吉島東１‐１‐１８ ０８２‐２４１‐１５３４

呉清明園 ７３７‐０８１７ 広島県呉市上二河町６‐１６ ０８２３‐２１‐５９３３

山口更生保護会 ７５３‐００５２ 山口県山口市三和町１１‐４１ ０８３‐９２４‐６０１６

たちばな会 ７５０‐００４３ 山口県下関市東神田町１‐１０ ０８３２‐２２‐１３５５

四
国

徳島自立会 ７７０‐０８７２ 徳島県徳島市北沖洲２‐８‐２７ ０８８‐６６４‐０４５２

讃岐修斉会 ７６３‐００９１ 香川県丸亀市川西町北１６５７ ０８７７‐２２‐８１９７

愛媛県更生保護会 ７９０‐００５６ 愛媛県松山市土居田町２８０‐１ ０８９‐９７２‐０７１４

高坂寮 ７８０‐００５６ 高知県高知市北本町１‐３‐３ ０８８‐８７２‐２０５３

九
州
・
沖
縄

福岡梅香会 ８１０‐００６３ 福岡県福岡市中央区唐人町３‐３‐２９ ０９２‐７２１‐６８０１

福岡弥生寮 ８１４‐００１４ 福岡県福岡市早良区弥生２‐４‐３１ ０９２‐８２１‐２１８７

福正会 ８１４‐０００６ 福岡県福岡市早良区百道１‐３‐１３ ０９２‐８２１‐２７２３

恵辰会 ８１１‐２１１３ 福岡県糟屋郡須惠町大字須惠１１７‐１６ ０９２‐９３２‐０１８７

筑豊宏済会 ８２０‐００４４ 福岡県飯塚市大字横田字庄の町１８‐２ ０９４８‐２９‐５２４６

湧金寮 ８０２‐０８２１ 福岡県北九州市小倉北区鋳物師町１０‐１１ ０９３‐５６１‐０９２８

NPO法人 TGF田川ふれ愛義塾 ８２５‐０００２ 福岡県田川市大字伊田１５２６ ０９４７‐４５‐４３５５

佐賀県恒産会 ８４０‐０８５３ 佐賀県佐賀市長瀬町７‐１０ ０９５２‐２３‐４２０２

長崎啓成会 ８５１‐０２５１ 長崎県長崎市田上２‐１２‐３５ ０９５‐８２２‐６０１５

佐世保白雲 ８５７‐１１６４ 長崎県佐世保市白岳町７３０‐１ ０９５６‐３１‐６７２４

虹 ８５９‐１２１５ 長崎県雲仙市瑞穂町古部甲２５０４ ０９５７‐７７‐３６２０

熊本自営会 ８６２‐０９７０ 熊本県熊本市渡鹿６‐６‐４５ ０９６‐３６６‐３５００

豊洲保護会 あけぼの寮 ８７０‐０８１６ 大分県大分市田室町４‐１０ ０９７‐５４３‐２４４１

みやざき青雲 ８８０‐０８７７ 宮崎県宮崎市宮脇町７２ ０９８５‐２２‐４６４３

草牟田寮 ８９０‐００１４ 鹿児島県鹿児島市草牟田１‐１９‐５３ ０９９‐２２２‐５４５９

沖縄県更生保護会 あけぼの寮 ９０３‐０８０４ 沖縄県那覇市首里石嶺町３‐３２５ ０９８‐８８４‐４０７３

（２００９年１０月現在）
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